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令和２年度 総務部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総務部長 
岡田 誠 

●使命 

私たち総務部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす しあ

わせ実感都市 瀬戸内」の将来像に向かい、顧客満足度を第一に

市民ニーズにこたえる市役所をめざすとともに、市民が安全で安

心できる暮らしを実現するため、行政、市民、地域が一体となっ

た取り組みを行い、市民の防災意識、交通安全意識、防犯意識の

向上を図ります。 

●基本方針 

①市民ニーズにこたえる市役所をめざして、全体の奉仕者として

市民の期待に応える職員を育てます。 

②市民が将来にわたって安心に暮らせるように、日頃から災害に

備え、いざという時に素早く行動できる防災意識の高いまちを

つくります。 

③防災意識の高いまちをめざして、市民の防災意識の高揚と、職

員の防災・災害対応能力の向上に努めます。 

④交通事故ゼロのまちをめざして、交通安全推進団体と連携し、

交通安全の教育や教室、啓発活動を実施します。 

⑤住んでみたい・住み続けたいと思える住宅があるまちをめざし

て、瀬戸内市空家等対策計画に基づき、空家等による問題の発

生予防に取り組み、周囲に悪影響を及ぼしている空家等への指

導を行います。 

⑥災害から市民の生命を守るための防災情報を正確かつ迅速に伝

える新たな情報伝達手段のシステムを構築します。 

 

所 管 課 総務課・危機管理課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

２２人 ９人 ３１人 

一般会計 ４５５，１３４ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ４５５，１３４ 
千円 

（うち人件費） （ ２０６，１５３          千円） 

 



2 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

私債権等の適切な

管理 

非強制徴収公債権及び私債権（以

下「私債権等」という。）を適切に

管理するため、問題を解決するた

めの手順や庁内体制等について検

討します。 

私債権等の現状（滞納額、消

滅時効の成立状況、回収可能

性、現在における徴収状況と

問題点等）を洗い出すととも

に、問題を解決するための手

順、体制等を検討します。 

その後、市政に与える影響を

可視化し、例規の制定等今後

の方向性を決定します。 

事前に把握し、早期

に処理しておくべき

課題及び案件等につ

いて、関係各課等と

調整し、洗い出しを

行っています。 

今後、当該課題等に

ついて対応しなが

ら、例規制定等の方

向性について具体的

な検討を進めます。 

当該課題等について

対応しながら、例規

制定等の方向性につ

いて具体的な検討を

進めています。 

例規の制定には至っ

ていません。引き続

き関係各課と情報を

共有し、事務の分担

を明確にするととも

に、適切な管理体制

の構築を目指しま

す。 

2 

働き方改革及び職

場環境向上への取

り組み 

働き方改革により、ワークライフ

バランスを推進するとともに、労

働安全衛生法に則ったストレスチ

ェックの実施等のメンタルヘルス

対策やハラスメント対策等、職場

環境の向上に引き続き取り組みま

す。 

職員の負担軽減を図るため、

引き続き、宿日直の外部委託

の検討を進めます。 

 

ワークライフバランスを推

進するため、業務改善に係る

職員研修を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハラスメントに関する例規

を制定し、ハラスメントの防

止に努めます。 

 

 

具体的な検討ができ

ていません。 

 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大防止のた

め、上半期は原則職

員研修の実施は見送

っています。 

職員の業務改善を目

的として業務可視化

の方法を検討し、10

月に実証実験をする

予定です。 

 

ハラスメント対策に

ついては、職場内で

の発生防止、働きや

すい職場環境づくり

のため、10月に管理

職向け、一般職員向

けの職員研修を実施

する予定です。 

具体的な検討ができ

ていません。 

 

 

職員の業務改善を目

的として業務可視化

の方法を検討し、10

月に実証実験をしま

したが、職員への負

担が想定以上に大き

く、導入は困難との

結論になりました。 

 

 

 

10月30日にハラスメ

ント防止研修を行い

ました。受講者数44

名。 

ハラスメントに関す

る例規については、

内容を検討中です。 

具体的な検討ができ

ていませんが、今後

も実現に向けて取り

組みます。 

実証実験したシステ

ムの導入には至らな

かったので、DX 戦略

室等と新たな業務可

視化の方法等を模索

し、業務改善につな

がる実効性のある取

組の実現を目指しま

す。 

 

 

例規の制定には至っ

ていません。市長部

局以外の部局との調

整や事務分担が必須

のため、次年度には

具体的な調整等を行

った上で、例規を制

定し、施行します。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

市民の防災意識の

啓発と自主防災組

織の育成 

 

市民の防災意識の高揚と自主防災

組織の結成促進を図るため、令和

元年度に新たに作成した防災ハザ

ードマップを活用した出前講座を

開催します。 

 

出前講座や防災ﾘｰﾀﾞｰ養成講座等

を通して、地域の自主的な防災活

動を積極的に推進する認定自主防

災組織を増やしていきます。 

 

自主防災組織が開設する避難所届

出制度の啓発をして、登録件数を

増やしていきます。 

 

出前講座 20回 

（令和元年度 19回） 

 

 

 

 

市内自主防災組織 185団体 

うち組織認定 60団体 

（令和元年度末 49団体） 

 

 

出前講座等での周知を図り

ます。 

 新規認定 5件 

（令和元年度 3件） 

 

出前講座 4回 

 

 

 

 

 

市内自主防災組織 

 186団体 

うち組織認定 

 51団体 

 

新規認定 3件 

出前講座 9回 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

 

新型コロナウイルス

感染症の影響により

出前講座は年間10回 

 

 

 

市内自主防災組織 

 187団体 

うち組織認定 

 52団体 

 

同左 

4 

職員の防災・災害

対応能力の向上 

 

災害時における職員の危機管理に

対する日常的な自覚や災害対応能

力の向上を図るため、職員研修を

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

市の災害対策体制や、各種マニュ

アル等の見直しを進め、感染症対

策も考慮した防災等危機管理対策

の強化を図ります。 

職員を対象とした災害時に

おける危機管理研修を実施

します。 

 

教職員を対象とした学校に

おける防災教育研修を実施

します。 

 

水害を想定した市総合防災

訓練を実施します。 

 

避難勧告等に関するガイド

ライン、避難所運営マニュア

ル等の見直しを行います。 

7/16 避難所設置 

訓練を実施 

 

 

新型コロナウイルス

感染症対策で中止 

 

 

新型コロナウイルス

感染症対策で中止 

 

見直し中 

同左 

 

 

 

同左 

 

 

 

同左 

 

 

避難所運営マニュア

ル見直し中 

避難勧告等に関する

ガイドライン見直し

中 

同左 

 

 

 

同左 

 

 

 

同左 

 

 

修正を完了 

 

令和３年５月の災害

対策基本法改正を視

野に見直しを継続 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

交通安全教育・教

室及び啓発 

 

 

正しい交通ルールとマナーを理解

し、安全な行動がとれるよう幼児

期からの交通安全教育を行いま

す。 

また、交通事故防止を図るため、

警察署、交通安全推進団体、交通

安全ボランティア等と連携し交通

安全教室や啓発活動を実施しま

す。 

 

 

 

 

 

高齢ドライバーのべダル踏み間違

いによる交通事故防止や事故時の

被害を軽減するため、後付けのペ

ダル踏み間違い急発進等抑制装置

（安全運転支援装置）の設置費補

助を利用した設置を促進し、高齢

ドライバーや市民の安心安全の向

上を図ります。 

 

 

交通安全教育（教室） 

（保育園・幼稚園 26回） 

交通安全教室 

（高齢者・一般 5回） 

交通安全啓発 

（春・秋交通安全運動10回） 

交通安全フェスタ開催 

（9/13 300名） 

 

市内人身事故発生件数 

令和2年50件以内 

（平成31年1月～令和元年 

12月  32件） 

 

市ホームページ・広報紙等で

周知を図ります。 

申請件数 30件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12回実施 

 

高齢者教室実施 

1回（9/27） 

10回実施 

 

新型コロナウイルス

感染症対策で中止 

 

発生件数 40件 

(令和2年1月～9月) 

 

 

 

市ホームページに 

4月掲載及び広報紙 

8月号に掲載 

申請件数 1件 

21回実施 

 

同左 

 

同左 

 

同左 

 

 

発生件数 59件 

(令和2年1月～12月) 

 

 

 

同左 

 

 

申請件数 3件 

30 回実施 

 

同左 

 

同左 

 

同左 

 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

 

 

申請件数 6件 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

6 

空家等による問題

の発生予防 

庁内連絡会議及び認定審査会を開

催し、周囲に悪影響を及ぼしてい

る特定空家等に対する措置等の促

進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

空家等の利活用に関する情報の提

供や適正な管理を行うことの重要

性及び周辺地域にもたらす諸問題

の啓発に努めます。 

 

空家等除却支援事業を活用して積

極的な除却についての促進を図り

ます。 

 

空家等を特定空家等に認定

するために必要な現地調査

の実施を行います。 

 

庁内連絡会議及び認定審査

会を開催し、情報の共有を図

り、認定措置を行います。 

 

 

 

 

市ホームページ・広報紙等で

周知を図ります。 

 

 

 

市ホームページ・広報紙等で

周知を図ります。 

補助金申請件数 3件 

補助金の事前相談に

よる現地調査の実施 

 

 

7/3・9/16認定審査会

を開催し、情報の共

有を図る。 

認定 1件 

 

 

 

広報紙7月号に掲載 

 

 

 

 

市ホームページに 

4月掲載及び広報紙 

7月号に掲載 

申請件数 1件 

1件の交付決定、実績

提出済み 

 

 

10/7に庁内連絡会議

を実施し情報共有。 

11/13認定審査会を

実施、1件の認定を行

う。 

認定 2件 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

同左 

 

 

 

令和2年度2件を認定 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

7 

防災情報伝達シス

テムの構築 

市の防災行政無線は設置から 13

年以上経過し、設備を更新する時

期が来ているため、令和元年度の

瀬戸内市防災情報伝達システム基

本構想・基本計画に基づき、より

多くの市民に災害情報を伝える瀬

戸内市にとって最適な防災情報伝

達システムを構築します。 

瀬戸内市防災情報伝達シス

テム基本計画に基づき、今年

度の工事着工を目指します。 

 

プロポーザル方式で

事業者を決定、契約

を締結。 

詳細設計実施中 詳細設計を実施 
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令和２年度 財務部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

財務部長 
尾副 幸文 

●使命 

 私たち財務部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす し

あわせ実感都市 瀬戸内」の将来像に向かい、顧客満足度を第一

に市民ニーズにこたえる市役所をめざすとともに、公共施設の再

編を進め、健全で効率的な財政運営を図ります。 

●基本方針 

 市民ニーズにこたえる市役所をめざし、市の規模にあった中期

的な視点での財政運営を行います。 

また、公共施設の再編を進め、公共施設の総量を計画的に縮減し、

将来の負担を軽減します。 

所 管 課 財政課・契約管財課・建築営繕室 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

 １７人  ２人  １９人 

一般会計 ３，９４８，１８１ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ３，９４８，１８１ 
千円 

（うち人件費） （１２３，８６４ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

安定的な財政運営

の推進 

地方交付税の合併算定の特例措置

が終了した中で、歳入・歳出両面

において最大限の努力を行い、優

先順位付けを的確に行うなどメリ

ハリのある予算を編成することを

目指します。 

市民が将来にわたって安心に暮ら

せるよう、引き続き健全な財政運

営に努めるとともに、中期的財政

見通しの改善を図ることを目指し

ます。 

10 月までに中期財政計画を

策定します。この計画を踏ま

えた予算編成を行います。 

 

令和2年度決算見込目標値 

・実質公債費比率：18％未満 

（交付税措置のない起債借 

入なし） 

・財政調整基金残高：33億円 

以上 

（標準財政規模の約30％） 

中期財政計画は適正

化案まで取りまとめ

ることができ、計画

書の策定を進めてい

ます。 

10月までに中期財

政計画を策定し、職

員及び議会で説明

し、ＨＰで公表しま

した。 

中期財政計画を踏

まえて、令和3年度

予算編成を行いま

した。（交付税措置

のない起債借入な

し、財政調整基金取

崩額6億円） 

財政調整基金 

・令和 2 年度末残高

見込：約 36.3 億円 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

公共施設再編計画

の策定 

 

公共施設再編計画を見直し、次期

計画を策定します。 

公共施設再編計画の取り組

み状況を検証し、次期計画を

策定します。 

公共施設再編計画

（２期）を策定しま

した。 

現在、ホームページ

に掲載し意見を募集

しています。 

計画に対する意見

を募集した結果、意

見はありませんで

した。 

今後は策定した計

画に基づき再編を

進めます。 

計画の策定を完了し

ています。 

今後は策定した計画

に基づき再編を進め

ます。 

3 

長船支所及び周辺

施設整備基本計画

及び基本設計に基

づく事業の推進 

 

長船３施設（長船町公民館、長船

支所、長船分駐所）の耐震対策完

了に向け事業を推進します。 

 

福祉部、こども・健康部の移

転先を検討し最終案をまと

めます。最終案に基づき、関

連する事業を推進します。 

 

福祉部等仮庁舎案と

本庁西棟１階改修案

の比較検討を終えま

した。 

今後は比較検討内容

を市民に周知のうえ

方針を示し事業を推

進します。 

本庁西庁舎を改修

し福祉部等を移転

する方針としまし

た。事業の着手に向

けて準備を進めて

います。 

また、長船分駐所に

ついては事業者を

決定し工事に着手

しています。 

長船分駐所は順調に

工事を進めていま

す。 

令和３年度から、長

船支所新築工事、ゆ

めトピア長船改修工

事、本庁西庁舎改修

工事を進めるため、

設計業務等に着手し

ます。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

情報ネットワーク

等通信環境の整備 

市内の光ファイバー未整備地区の

解消、テレワーク環境の整備につ

いて検討します。 

働き方改革に伴う市民のテ

レワーク、児童生徒、学生の

在宅学習、遠隔授業に必要な

光ファイバー未整備地区の

解消に向け検討を進めます。

また、市職員のテレワーク環

境の整備について検討しま

す。 

市全域の光ファイバ

ー未整備地区の解消

に向け事業に着手し

ました。プロポーザ

ルにより事業者を決

定し令和３年度末の

完了に向け事業を推

進します。 

職員のテレワーク環

境整備は、在宅勤務

における課題を整理

しました。サテライ

トオフィスによる対

策も含め引き続き検

討を進めます。 

光ファイバー整備

の事業者を決定し

ました。令和３年度

末の完了に向け事

業を実施していま

す。 

 

 

市職員のテレワー

ク環境の整備につ

いては１月から運

用を開始していま

す。 

 

光ファイバー整備は

令和３年度末の完了

に向け事業を進めて

います。 

 

 

 

 

市職員のテレワーク

環境の整備は１月か

ら運用を開始してい

ます。引き続き実施

体制の充実を図りま

す。 

5 

分任制度での質の

高い公共施設の供

給 

事業原課より建築営繕室が予算の

配当替えを受けて、委託及び工事

の発注、契約、協議、設計変更、

完成検査まで一括して行い、市有

建築物の品質確保を図ります。 

適切な監理のもと、設計図書

どおり委託及び工事を実施

して市有建築物の品質確保

を図り、質の高い建築物を整

備します。 

分任を受けた大規模

改修工事の２物件の

発注、契約を６月ま

でに終え、品質確保

を図りながら工事監

理を進めています。 

長船分駐所新築工事

と牛窓町公民館耐震

補強等改修工事など

の大型物件について

も１２月発注に向け

作業を進めていま

す。 

大型物件である長

船分駐所新築工事

と牛窓町公民館耐

震補強等改修工事

については、１２月

までに発注を終え

ました。引き続き品

質確保を図りなが

ら工事監理を進め

ています。 

適切な監理のもと、

設計図書どおり委託

及び工事を実施して

市有建築物の品質確

保を図りました。 

また、現在進行中の

ものについても、引 

き続き品質確保を図

りながら工事監理を

進めています。 
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令和２年度 総合政策部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

総合政策部長 
松尾 秀明 

●使命 

 総合政策部は、企画・政策を総合調整する部として、市民の幸

福度を高めるため、高度化・多様化する行政ニーズを集約し、共

有しながら、課題を市政に反映します。 

また、市民意識を把握し、市民と行政との双方向による情報と

意識の共有化を進め、市民満足度の向上に努めます。 

 
●基本方針 
①透明で開かれた市役所をめざして、市政の情報と市民目線の広

聴広報に取り組みます。 
②定住促進策など「地方創生」関連施策を推進します。 
③市民活動のための支援策を調査研究し、協働のまちづくりを推

進します。 

所 管 課 秘書広報課、企画振興課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１７人 ２人 １９人 

一般会計 ５７０，２３１ 
千円 

特別会計 ２５，０２５ 
千円 

計 ５９５，２５６ 
千円 

（うち人件費） （ １１０，６２９ 千円） 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

ふるさと納税（応

援寄付金）制度の

推進 

・税外収入を確保するため、新た

な返礼品を開発・拡充するととも

に、クラウドファンディングを活

用したふるさと納税を推進しま

す。 

・歳入確保と市のイメージア

ップのため、お礼の品の開

発・拡充をします。また、

寄附者とのつながりを大切

にします。 

≪目標額≫ 2億円以上 

・9月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

158,835,500円でし

た。お礼の品の開

発・拡充に取り組ん

でいます。 

・1月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

476,852,000円でし

た。引き続きお礼の

品の開発・拡充に取

り組んでいます。 

・3月末現在寄附金総

額（未確定数値）は 

524,403,500円でし

た。新規お礼の品と

して29事業者180品

目を登録しました。 

・市のさまざまなプロジェクトを

紹介し、特設サイトからふるさと

納税を集める仕組みを構築しま

す。 

・新規プロジェクトを軌道に

乗せます。 

≪目標≫ 3 プロジェクト

以上を目指します。 

 

・8月27日にふるさと

納税特設サイトを

開設し、4プロジェ

クト（山鳥毛里づく

り、ハンセン、夢二、

こどもひろば）を紹

介しました。 

・特設サイトでのプ

ロジェクトのＰＲを

継続しています。 

・企業版ふるさと納

税のサイトを構築中

です。 

・特設サイトでのプ

ロジェクトＰＲを継

続します。 

・3 月 30 日から企業

版ふるさと納税のサ

イトを公開しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

広報等による市内

外への情報発信と

シティプロモーシ

ョンの推進 

 

・ホームページをよりわかりやす

く、親しみやすいものに改善しま

す。 

・使いやすい市ホームページ

に見直しすることでアクセ

ス数の増加を図ります。 

・市ホームページの

リニューアルに向

けて作業を進めて

います。 

・市ホームページの

リニューアル作業と

職員操作研修会を開

催しました。 

・リニューアル後の

ページを 3/23 から

公開しました。 

・市外への情報発信として広報季

刊誌を発行し、市の魅力や取組等

を広く発信します。 

・季刊誌を年4回発行するこ

とにより、東京圏でのファ

ンを獲得し、関係を継続し

ます。 

・11月上旬の季刊誌

発行予定に向け、取

材等準備中です。

（年1回発行に変

更。） 

・季刊誌を12月上旬

に発行するとともに

ファンクラブＨＰを

開設し、ＳＮＳ等で

情報を発信していま

す。 

・ＳＮＳ等での情報

発信により、ファン

クラブ会員を募集し

ました。3 月末の会

員数 708 人です。 

・マスコットキャラクター（セッ

トちゃん）を広く発信することに

より「瀬戸内市」の知名度の向上

を図ります。 

・幼稚園・保育園や各種イベ

ントへ参加します。（年30

回以上） 

・新型コロナウイル

スの影響によりイ

ベントへの参加を

自粛しています。 

・参加自粛を継続し

ています。 

・参加自粛により、

市内でのイベントへ

の参加実績はありま

せんでした。 

 ・デザイン使用マニュアルに

より、セットちゃんのデザ

インを広く使用してもらい

ます。 

・デザイン使用につ

いて、使用ガイドラ

インを作成し、ホー

ムページに掲載し

ました。 

・ホームページにて

周知を継続していま

す。 

・ホームページでの

周知により、使用申

請が5件ありました。 

3 

国内・国際交流事

業の推進 

・国際交流員の配置による国際交

流と国際理解の推進に努めます。 

・多文化共生のまちづくりを

進めます。 

・新型コロナウイル

スの影響により国

際交流員の配置が

遅れ、多文化共生事

業の実施について

も9月末時点では未

定です。 

・コロナによる新規

入国の禁止で、交流

員の配置が次年度に

なると決定されたた

め、多文化共生事業

も次年度に実施する

こととします。 

・国際交流員の配置

は令和 3 年 5 月以降

に遅れる見込みで

す。 

・国際交流員の配置と併せて

日常生活に必要な情報をま

とめた外国人向けパンフレ

ット等の多言語化を3月ま

でに進めます。 

・国際交流員の配置

ができず、外国人向

けパンフレットの

作成時期を見合わ

せています。 

・外国人向けパンフ

レットの作成時期は

次年度以降に見合わ

せます。 

・外国人向けパンフ

レットの作成時期

は、国際交流員の配

置後とします。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

新総合計画の策定 

地方創生の推進 

・令和 3 年度から令和７年度まで

を計画期間とする第 3 次総合計

画を年度内に策定します。 

・年度内にＳＤＧｓの考え方

を盛り込んだ新総合計画を

策定します。 

・5 月に市民まちづ

くり意識調査を実

施し、次期計画骨子

を検討しています。 

11 月、1 月に審議会

を開催し、計画案を

策定しています。次

期計画は、コロナの

影響等により 3 年度

の策定方針としま

す。 

3/29、審議会会長か

ら答申が提出されま

した。今後、市長選

挙に伴う内容修正後

パブリックコメン

ト、議会提出の予定

です。 

・人口減少対策に特化した地方創

生の取組を推進します。 

・創生有識者会議を 7月中に

開催し、ＫＰＩ達成状況を

示すとともに、結果を市ホ

ームページで公開します。 

・7月 27 日に有識者

会議を開催し意見

の要旨等をＨＰ公

表しました。 

9 月末で完了してい

ます。 

同左 

・移住交流促進協議会との連

携により移住者の増加を図

ります。目標：相談会から

の移住 5組 

・県や関係機関が主

催するオンライン

相談会やセミナー

に 2回（5月、7月）

出展しました。 

9 月末までに 5 組

（全て昨年度相談

会参加者）の移住者

を受入れました。 

・県や関係機関が主

催するオンライン

相談会やセミナー

に 5回（5 月、7 月、

10 月、12月、1 月）

出展しました。 

1 月末までに 7 組

（うち今年度相談

会参加者 2 組）の移

住が決定しました。 

・県や関係機関が主

催するオンライン相

談会やセミナーに 7

回（5 月、7 月、10

月、12 月、1 月、3

月）出展しました。 

3 月末までに 10 組

（うち今年度相談会

参加者 4 組）の移住

が決定しました。 

・地方創生拠点施設として整

備した旧牛窓診療所の利活

用事業を中心に、牛窓エリ

アでの賑わい創出を促進し

ます。目標：拠点施設で開

催されるイベント数 2 回以

上 

・令和 3 年 4 月の供

用開始に向けて資

金調達や改修設計

を実施しています。 

・イベントは映画上

映、コンサート、ア

ートイベントを 7

月から月 1 回実施

しました。 

・令和 3 年 4 月の供

用開始に向けて資金

調達、施工業者の選

定が完了し、2 月下

旬からリノベーショ

ン工事に着手しま

す。イベントは、1

月末までに映画上

映、コンサート、ア

ートイベント、マル

シェなど計 10 回開

催 し 、 参 加 者 は

7,900 人でした。 

・令和 3 年 2 月末に

備前日生信金まちづ

くりファンドから資

金調達し、3 月上旬

からリノベーション

工事を実施していま

す。資金調達時期が

当初の予定より遅れ

たため、供用開始は

令和 3 年 6 月となり

ます。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

地域公共交通網の

計画的な形成 

・令和 3 年度から令和７年度まで

を計画期間とする第 2 次地域公

共交通網形成計画を計画的に策

定します。 

・各種調査を実施した上で、

市の状況に対応した計画を

年度内に策定します。 

 

・策定支援に係る業

務委託契約を完了

し、基礎資料とする

市民アンケートの

発送準備をしてい

ます。 

・各種調査を実施し、

公共交通会議等の意

見を伺いながら、3

月末完成を目標に作

業を進めています。 

パブリックコメン

ト、公共交通会議で

の審議を経て 3 月末

に計画策定を終えま

した。 

・市営バス路線相互の乗り継ぎ環

境を整備します。 

・年度内に市中心部に乗り継

ぎのための結節点を設定す

ることに合わせて利用しや

すいダイヤに改正します。 

 

・関係条例の改正等

が可決され、11 月 2

日からの新ダイヤ

運行に向け準備を

しています。 

・市中心部の商業施

設を乗り継ぎ拠点と

し、11 月 2日から新

ダイヤで運行を開始

しました。 

これまでの取組に加

え、乗り継ぎ拠点と

なる市民病院にも詳

しい路線図、時刻表

を設置しました。 

6 

持続可能な地域づ

くりの推進 

・コミュニティ施設の整備を計画

的に進めます。 

・玉津コミュニティセンター

新築工事、本庄コミュニテ

ィセンター改修工事を当初

の計画どおり進めます。 

・新玉津コミュニテ

ィセンターが完成

し、8月末日に引き

渡しを受けました。 

・旧施設の解体工事

及び本庄コミュニ

ティセンターの改

修工事は委託によ

り設計業務を進め

ています。 

・旧玉津コミュニテ

ィセンター解体工事

及び本庄コミュニテ

ィセンターの改修工

事の設計業務が 12

月上旬に完成しまし

た。 

・1 月下旬に旧玉津

コミュニティセンタ

ー解体工事及び同監

理業務の入札を実施

しました。 

・2 月上旬解体工事

及び解体工事監理に

係る契約を締結し、

玉津地区の行政委員

への説明会後、解体

工事に着手しまし

た。 

・新しい自治組織制度の検討を進

めます。 

・年度内に新自治組織向けの

補助制度の方向性を決定し

ます。 

・モデル地区として

鹿忍地区の組織化

及び邑久コミュニ

ティ協議会の取組

をベースに支援内

容を検討していま

す。 

・鹿忍地区において

地区住民（中学生以

上）に対し、協議会

設立に向けたアンケ

ートを実施し、地域

の強み、課題などを

抽出しました。 

・邑久コミュニティ

では、定期的に開催

される会議に参加

し、地域の意見の集

約を行っています。 

・鹿忍地区ではアン

ケート結果の各戸配

布、新たな組織の規

約案、役員案の策定

を終え、新年度発足

となりました。 

・それぞれの地区で

の取組を通じた市の

支援策検討は次年度

とします。 



5 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

7 

国勢調査をはじめ

とする基幹統計調

査の確実かつ効率

的な実施 

・統計調査に係る事務の効率化(外

注の検討等)により、調査に伴う

市民及び職員の負担軽減を図り

ます。 

・国勢調査に係る事務の業務

委託を１件以上導入しま

す。 

・国勢調査に係る事

務について、人材派

遣会社から 1 名の

派遣により市職員

の負担軽減を図り

ます。 

・国勢調査に係る事

務は、8月 17 日から

12 月 11 日まで、人

材派遣会社職員 1 名

の派遣により職員の

負担軽減につながり

ました。 

1 月末までに完了し

ました。 

・庁内各部署で実施する統計、ア

ンケート等の結果を市民が利用

することができるよう、結果の集

約、オープンデータ化を行いま

す。 

・年度内に統計、アンケート

等の調査手順、集計方法等

の統一化を図ります。 

・実施できませんで

した。 

・実施できませんで

した。 

結果としては未実施

となりましたが、デ

ータ活用による市民

サービス手法を別途

研究しています。 
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令和２年度 市民部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

市民部長 
坪井 智美 

●使命 

 私たち市民部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす し

あわせ実感都市 瀬戸内」の将来像の実現に向かい、健やかでい

きいきと暮らしていけるよう生活を支援します。 

 

●基本方針 

 市民部の職員一人一人が、市役所の顔である意識を持ち、多様

な市民ニーズの的確な把握に努め、常に市民の皆さんの立場に立

ち、市民の皆さんに満足していただける迅速かつ正確で質の高い

サービスを提供します。 

 

所 管 課 
市民課、税務課、牛窓支所、 

長船支所、裳掛出張所 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

５５人 １１人 ６６人 

一般会計 １，８３７，０９４ 
千円 

特別会計 ４，７７９，３００ 
千円 

計 ６，６１６，３９４ 
千円 

（うち人件費） （ ３８８，５０５）   千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

市民のニーズに配

慮した窓口サービ

スに努めます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・総合窓口・支所・出張所実施業

務を再確認し、効率化に向けた取

り組みを行います。 

 

 

 

 

 

 

・マイナンバーカードの普及に向

けて、取得手続きの支援を行いま

す。 

・総合窓口・支所・出張所の

業務がより効率的にできる

よう事務の見直しをすると

ともに、情報共有を図りま

す。 

 

 

 

 

･マイナンバーカードの利便

性をＰＲし、取得手続きの方

法等の周知を行い、交付枚数

２割増を目指します。 

（前年度交付枚数８０５枚） 

総合窓口で行う業務

について、関係部署

と連携を密にするこ

とでスムーズな窓口

対応に努めていま

す。 

 

 

 

今年度９月末までの

交付枚数は１，４５

７枚となり、昨年度

の１．８倍の交付を

行っています。 

スムーズに総合窓口

での対応が出来るよ

うに、関係部署と連

携を取り、情報共有

を図っています。 

 

 

 

 

今年度１月末までの

交付枚数は３，１１

３枚となり、昨年度

の３．８倍の交付を

行っています。(交付

率２１．３％) 

総合窓口で受付した

申請等の追加手続き

が支所出張所ででき

るよう連携を強化し

ました。 

マイナンバーカード

専用窓口を設け、総

合窓口の混雑を緩和

しました。 

今年度３月末までの

交付枚数は４，１８

４枚となり、昨年度

の５．２倍の交付を

行いました。(交付率

２４．２％) 



2 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

１月から、第２、第

４日曜日に申請及び

交付の休日窓口を開

設しました。また、

２月に長船会場と牛

窓会場で、出張申請

窓口を開設しまし

た。 

１月から３月の休日

窓口において、申請

は４８件受付し、カ

ードを７７枚交付し

ました。２月の出張

窓口では、合計６０

件の申請を受け付け

ました。 

2 

国民健康保険制度

の適正運営と国民

年金制度を周知し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自らの健康に対する意識の向上

を目指し、国民健康保険制度の運

営と国民年金制度を周知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・重症化予防の重要性に関する啓

発をし、健診の推進について取り

組みます。 

 

 

 

・未受診者に対して健診の重要性

を伝えます。 

 

 

 

 

 

・特定健診会場での健康相談

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

・ホームページ等によるわか

りやすい広報をします。 

 

 

 

・歯周病は糖尿病との関連性

が高いため、歯科検診の重要

性、歯周病の危険性を周知

し、歯科検診受診率１割増を

目指します。（前年度６０件） 

 

・未受診者へ、勧奨通知等に

より健診の重要性を説明し、

受診者の増加を目指します。 

 

 

 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響で実

施できませんでし

た。 

 

 

 

 

 

・随時見直し、更新

を行っています。 

 

 

 

・対象者を抽出し、

Ｒ３年３月末までに

受診してもらうよう

に受診券を送付しま

た。 

 

・特定健診未受診者

に対し受診勧奨を10

月末に発送します。 

 

 

 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響で実

施できませんでし

た。 

 

 

 

 

 

・随時見直し、更新

を行っています。 

 

 

 

・Ｒ３年３月末まで

に受診してもらうよ

うに受診券を送付し

また。（対象者714

件） 

 

・特定健診未受診者

に対し受診勧奨を10

月末に発送し、２月

にひろいの健診を実

施します。 

 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響で健

診会場での健康相談

はできませんでした

が、重症化リスクの

高い人には電話での

健康相談を実施しま

した。 

 

・毎月、広報に国民

健康保険及び国民年

金の情報を掲載しま

した。 

 

・３月末までを受診

期間として歯周病検

診の受診は７９件と

なりました。 

 

 

・２月にひろいの健

診として未受診者８

９名に対し集団検診

を実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

・過誤請求、重複請求等を点検す

るなど、医療費の適正化を図りま

す。 

・再審査請求の効率化を図

り、効果率の向上を目指しま

す。（前年度０．１３９％） 

再審査効果率は、昨

年度同期を上回って

います。 

 

再審査効果率は、昨

年度同期を１割以

上、上回っています。 

 

・再審査効果率は、

昨年度同期を１割以

上増を維持していま

す。（２月審査分ま

で） 

3 

単県医療（小児医

療・心身障害者医

療・ひとり親家庭

等医療）制度の適

正な使用について

周知します。 

 

後期高齢者の健康

寿命の延伸を図り

ます。 

・単県医療（小児医療・心身障害

者医療・ひとり親家庭等医療）資

格証の制度の周知を図ります。 

 

 

 

 

・後期高齢者に自らの健康に対す

る意識の向上を促し、検診の重要

性を伝えます。 

・関係部署との連携を強化

し、ホームページや市広報紙

等により更なる制度の周知

を図ります。 

 

 

 

・集団検診会場で健康相談を

行い、健康増進への動機づけ

を図り、受診数１割増を目指

します。 

（前年度受診者数６００件） 

 

・広報紙６月号で制

度の周知を図りまし

た。 

 

 

 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響で実

施できませんでし

た。 

（受診者数 ５２２

件） 

・関係部署に制度の

適正な使用について

再度周知・確認しま

した。 

 

 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響で健

康相談は実施できま

せんでした。しかし、

受診者数は増加しま

した。 

（受診者数 ８７５

件） 

・関係部署に制度の

適正な使用について

再度周知・確認しま

した。 

 

 

 

・新型コロナウイル

ス感染症の影響で健

康相談は実施できま

せんでした。しかし、

受診者数は増加しま

した。 

（受診者数８９４

件） 

4 

市民一人一人が人

権問題を正しく理

解し、実際に行動

できるよう、啓発

を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・男女共同参画社会の推進のため、

講演会・ゼミナール等を実施しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

・ＮＰＯ法人ハンセン病療養所世

界遺産登録推進協議会と連携し、

啓発事業を進めます。 

 

 

・市民向け講座「せとうちゼ

ミナール」や啓発パネル展を

実施します。 

 

・ＤＶ防止啓発活動を実施し

ます。 

 

 

 

 

・各種イベントで啓発パンフ

レットを配布します。 

・啓発パネル展を実施します。 

 

 

・男女共同参画週間

に合わせ、啓発パネ

ル及びや参考図書の

展示を行いました。 

・11月にパープルリ

ボン運動の実施を予

定しています。 

 

 

 

・「らい予防法によ

る被害者の名誉回復

及び追悼の日」に合

わせ、パネル展示及

び啓発パンフレット

・11月に「せとうち

ゼミナール」を２回

開催しました。 

 

・本庁舎及び図書館

で パープルリボン

ツリーの設置及び啓

発グッズの配布を行

いました。 

 

同左 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

同左 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

・人権問題の解決に向け、関係機

関との連携を図ります。また、新

たな視点で事業を計画し、幅広く

啓発活動を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新型コロナウイルス感染症に起

因するＤＶ被害等を防止するため

の啓発活動を行います。 

 

 

 

・「人権の花運動」「人権ふ

れあいスポーツ教室」を各種

団体と共催して実施します。 

 

 

 

 

・人権週間において啓発活動

を行います。 

 

 

 

 

・ホームページ等で啓発活動

を行います。 

の配布を行いまし

た。 

 

・裳掛小学校で「人

権の花運動」「人権

ふれあいスポーツ教

室」を実施し、児童

が人権について考え

る契機となりまし

た。 

・人権週間に合わせ、

映画の上映や、人権

擁護委員と啓発活動

の準備をしていま

す。 

 

・ＨＰ等で、新型コ

ロナに関する人権侵

害防止や相談窓口に

ついて、随時発信し

ています。 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

 

・人権週間に映画会

を開催し、啓発パン

フレットの配布及び

パネル展を併せて実

施しました。 

 

・ＨＰ等で、新型コ

ロナに関する人権侵

害防止や相談窓口に

ついて、随時更新し

発信しています。 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

・健康づくり推進課

と協働により、 ＨＰ  

のトップページにて

新型コロナに関する

人権侵害防止のロゴ

を掲載しました。 

5 

税金の適正課税に

努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・納税への理解を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・税の仕組みの大切さを理解

してもらえるようさらにわ

かりやすい広報を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度前半は、緊急

的案件として、新型

コロナウイルスの影

響により収入減少等

となった者を対象と

した税の減免・猶予

制度の広報を中心に

取り組み、対象者か

らの相談・申請に繫

げました。 

 

 

 

各税納付書送付時、

申告相談前等に、市

広報紙、ホームペー

ジを中心に広報を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

確定申告、住民税申

告の案内に合わせ、

広報紙、ホームペー

にて、所得税、住民

税等の仕組みを中心

に広報を行いまし

た。 

また、各納税通知書

発送等に合わせ、制

度の説明文書を同封

し理解を促しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞納のないまちを

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正確な課税資料による、適正な

課税と業務効率の向上を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・行政手続きのオンライン化を進

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・滞納者の生活実態や財産を正確

に把握し、適正な滞納整理を進め

ます。 

 

 

 

 

 

・収納率向上のため、県と連携の

もと捜索実施や合同公売会への参

加等を行います。 

・資料課税の入力、家屋敷課

税の調査、未申告者への通知

を適切に行います。 

未申告者をなくし、公平な

課税を実現するために、確定

申告や実地調査の実施、税務

署との連携による取組を進

めます。 

 

 

 

 

 

 

・固定資産税における法務局

オンライン化システムの導

入に向けた検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月末収納率 

一般税（現年分）97.92％以

上の収納達成を目指します。 

また、自発的な納税意識の啓

発を行い、滞納額の増加を防

ぐため、納税相談等を行いま

す。 

 

捜索の実施 

捜索件数８件以上 

 

税務署との連携によ

る資料課税処理、家

屋敷課税調査につい

ては、ほぼ遅滞なく

取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固定資産税における

法務局オンライン化

システムの導入は、

市での手続きは完了

し、法務局側の体制

が整い次第稼働する

こととなっていま

す。 

 

 

９月末現在収納率 

一般税 

現年６５．５３％ 

滞繰１３．６１％ 

 

 

 

 

捜索件数６件実施 

 

 

引き続き、毎月税務

署にて課税資料の確

認、新築家屋を中心

とした現地調査を行

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

固定資産税における

法務局オンライン化

システムの導入は、

市での手続きは完了

し、法務局側の体制

が整い稼働しまし

た。 

 

 

 

1 月末の収納率は以

下のとおりです。 

一般税 

現年 82.75％ 

（前年比-0.16％） 

滞繰 20.26％ 

（前年比-0.74％） 

 

捜索件数８件 

 

 

引き続き、毎月税務

署にて課税資料の確

認を行うとともに、

新年度課税に向け

て、申告相談会場を

設けました。 

また、年度を通じ滞

りなく課税異動等処

理を行いました。 

家屋評価件数 

  172 件 

家屋敷課税調査件数 

 82 件 

 

固定資産税における

法務局オンライン化

システムが稼働しま

した。 

 

 

 

 

 

 

3 月末の収納率は以

下のとおりです。 

一般税 

現年 97.90％ 

（前年比-0.02％） 

滞繰 22.50％ 

（前年比-0.95％） 

 

捜索件数８件 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

合同公売会への参加 

参加回数１回以上 

コロナの関係で開催

は現在検討中です 

合同公売会は、コロ

ナの影響により今回

は中止となりまし

た。 

 

同左 
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 令和２年度 環境部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

環境部長 
奥田 幸一 

●使命 

私たち環境部は、総合計画に掲げる「人と地球にやさしい環境に配慮し

た美しいまち」実現のため、市民、事業者と行政の協働による、ごみ減

量化の推進と、人と地球にやさしい環境負荷の少ない循環型社会を目指

します。あわせて、生活関係施設整備（新火葬場整備）を推進していき

ます。 

●基本方針 

① 新火葬場の整備を推進します。  

② 地球温暖化防止対策を推進します。  

③ ごみの減量及び効率的な処理を目指します。  

④ 消費生活センターの充実を図り、消費者被害の防止に努めます。 
⑤ 環境保全対策を推進します。 

所 管 課 
環境課、クリーンセンターかもめ、長船衛

生センター、長船クリーンセンター、消費

生活センター 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

14 人 14 人 28 人 

一般会計 729,563 
千円 

特別会計  
千円 

計     729,563 
千円 

（うち人件費） （  111,178    千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

新火葬場の整備の

推進 

岡山市との広域整備にかかる基本

協定を締結し、ＩＣ・造成工事に

着手します。また、新火葬場本体

工事にかかる事業手法を検討しま

す。 

岡山市との協議を進め、広域

整備にかかる基本協定を締

結するとともに、新火葬場の

ＩＣ・造成工事に着手しま

す。 

 

 

 

新火葬場建物や火葬炉にか

かる建築工事の事業手法を

検討します。 

9月18日に新火葬場

整備に係る規約及び

補正予算が可決され

ました。 

 

 

 

 

建築工事の事業手法

を検討しています。 

12月17日に新火葬

場専用ＩＣ・造成工

事に着手しました。

また、規約及び協定

に基づき岡山市と

の連絡会議を立ち

上げました。 

 

建築工事の事業手

法を検討していま

す。 

新火葬場専用ＩＣ・

造成工事を施工して

います。また、規約

及び協定に基づき 2

月 1 日に岡山市との

連絡会議を開催しま

した。 

 

建築工事は設計施工

一括発注方式を選定

し業務を進めます。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

地球温暖化防止対

策の推進 

地球温暖化対策計画（平成 28 年 5

月 13 日閣議決定）に基づき、温室

効果ガス排出量を 2030 年度に

2013 年度比 26%削減を目指して各

種施策を推進します。 

公共施設等先進的ＣＯ2 排

出削減対策モデル事業によ

り、市内省エネ改修施設での

デマンド制御を運用し、二酸

化炭素の排出量を年間 60.4

ｔ-ＣＯ2削減します。 

また、市民に向けて市ホーム

ページ等で事業の周知を図

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月から全施設での

デマンド制御の運用

を開始しました。 

本年度は新型コロナ

ウイルス感染症の影

響が大きく、特に本

事業の対象施設の半

数以上を占める学校

施設では、窓の一部

を開放し、常時換気

を行いながら空調機

を使用したため、想

定外の負荷がかか

り、現時点では目標

達成に至っておりま

せん。 

デマンド制御システ

ム自体は正常に稼働

しており、電力使用

量を抑制することが

できています。 

新型コロナウイル

ス感染症の影響に

より、ＣО2排出削

減量の目標達成に

は届いておりませ

ん。 

今後も新型コロナ

ウイルス感染症対

策での換気量確保

とともに、可能な範

囲でデマンド制御

システムを運用し、

電力使用量を抑制

していきます。 

デマンド制御シス

テム自体は正常に

稼働しており、電力

使用量を抑制する

ことができていま

す。 

新型コロナウイルス

感染症対策の一環と

して、各施設での常

時換気の実施や、小

中学校での夏季休業

期間における授業の

実施が要因となり、

空調の電力使用量が

増加したため、デマ

ンド制御運用による

ＣО2 排出削減目標

は達成できませんで

した。 

なお、事業全体での

ＣＯ2削減量は、ＬＥ

Ｄ照明への更新及び

太陽光発電による削

減効果で、年間目標

値（504.57ｔ-ＣＯ2）

に対し 79.3％の達成

率になりました。 

 



3 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

ごみの排出抑制や

循環型社会施策の

推進と環境関連施

設の適正な維持管

理 

 

 

 

 

 

プラスチック製容器包装の分別適

正化の推進を図ります。 

ごみ減量化と人的負担の軽減を図

るため、出前講座、広報紙などを

通して啓発を行い、プラと対象外

プラ商品との分別徹底を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみの減量化、減容化の推進を

行います。 

可燃ごみの減量化対策として既に

多品目分別による資源化施策を行

っています。残る生ごみ処理につ

いても微生物資材等を活用した生

ごみ処理事業の推進により、可燃

ごみの減量化を推進します。 

 

2施設あるごみ分別施設の機能の

集約化を行い、分別作業の向上や

効率化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

ごみ減量率は、令和2年度末

で17％を目指します。 

 ごみ減量率の実績 

年度 全体 家庭系可燃ごみ 

23年度 4.0% 4.2% 

24年度 8.4% 6.9% 

25年度 10.7% 9.2% 

26年度 13.8% 14.6% 

27年度 14.6% 13.9% 

28年度 16.0% 15.5% 

29年度 16.1% 14.7% 

30年度 16.1% 15.8% 

元年度 13.3% 12.3% 

 

 

生ごみ処理機購入補助事業

の促進を行います。 

目標35件（R元年度実績14件） 

 

 

 

 

 

 

クリーンセンターかもめ内

に、不燃粗大・古紙類・プラ

スチック製容器包装等のス

トックヤード整備を行いま

す。本年度は施設集約化実施

設計を実施します。 

 

  

ごみ減量率は、次の

とおりです。 

4月末 14.9% 

5月末 13.0% 

6月末 11.1% 

7月末 10.7% 

8月末 11.3% 

 

参考：R元.9月末 

     11.5% 

 

 

 

 

 

 

生ごみ処理機26台に

対し補助金を交付し

ました。 

 

 

 

 

 

 

実施設計を策定中で

す。 

ごみ減量率は、次の

とおりです。 

9月末 12.1% 

10月末 12.9% 

11月末 13.2% 

12月末 13.3% 

1月末 14.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみ処理機39台

に対し補助金を交

付しました。 

 

 

 

 

 

 

同左 

コロナ禍で家庭ごみ

の量が増えたため目

標にはいたりません

でした。 

ごみの減量率は、次

のとおりです。 

2月末 14.8% 

3月末 14.8% 

参考 R2.3 月末 13.3% 

 

 

 

 

 

 

 

生ごみ処理機42台に

対し補助金を交付し

ました。 

(令和元年実績14件) 

 

 

 

 

 

実施設計が完了しま

した。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

消費者被害の防止 瀬戸内市消費生活センターの認知

度を向上させます。 

 

警察や関係機関との連携を行うと

共に、被害の防止と解決に資する

機関として機能の充実を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

被害に遭わないための消費者知識

を身に着けるため消費者教育を推

進します。また、被害に遭いやす

い高齢者を見守る人たちへの啓発

活動を行い、被害防止や被害の早

期発見を目指します。 

公共施設等で巡回啓発パネ

ル展示を実施し認知度の向

上を図ります。 

市民図書館に消費者教育コ

ーナーを設置し関連図書並

びにパンフレットを配置し

消費者教育に関する図書の

紹介、貸出を行います。 

目標 巡回啓発パネル展4回 

 

 

 

 

広報紙、出前講座などを通し

て相談事例や被害に遭わな

いためのアドバイス、消費生

活の豆知識の紹介をします。 

 

 

 

 

 

 

 

特殊詐欺の主な被害者であ

る高齢者に対し、防犯機能付

き電話機の購入費の一部を

補助し、特殊詐欺の被害防止

を図ります。  

目標台数 : 20台 

 

 

 

 

 

巡回パネル展は現在

未実施。 

 

市民図書館での消費

者教育コーナーは現

在未実施。 

 

 

 

 

 

 

 

広報せとうちに「消

費者生活安心ホット

ライフ」を1回掲載。

出前講座を1回開催

しました。 

 

 

 

 

 

 

防犯機能付き電話機

の購入に対し20台補

助金を交付しまし

た。 

 

社協 令和2年10月

26日～12月25日実

施済 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報せとうちに「消

費者生活安心ホッ

トライフ」を4回掲

載。出前講座を2回

開催しました。 

 

 

 

 

 

 

防犯機能付き電話

機 の 購 入 に 対 し 

41台補助金を交付

しました。 

 

巡回パネル展を目標

回数の 4 回開催しま

した。 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防犯機能付き電話機

の購入に対し50台補

助金を交付しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

生活環境の保全 瀬戸内市の生活環境保全のため、

市民及び事業者に対する啓発活動

を充実します。 

 

 

 

飼い主のいない猫の繁殖を抑制す

るとともに、糞尿等による生活環

境被害を防止し、併せて市民の動

物に対する愛護意識の高揚を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川の水質保全に向けて、下水道

計画区域外における合併処理浄化

槽の整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報紙に啓発記事を定期的

に掲載するとともに、市ホー

ムページを見直し、啓発活動

の強化を図ります。 

 

 

飼い主のいない猫の不妊去

勢手術費の補助を行い、繁殖

を抑制します。 

目標数：20 頭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

114 基の合併処理浄化槽の

設置を目指します。 

広報せとうち 4 月号

に水質事故防止の記

事を掲載しました。 

 

 

 

飼い主のいない猫の

不妊去勢手術に対し

17 頭の補助金交付

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併浄化槽の設置が

完了した 17 基に対

し補助金を交付しま

した。 

 

 

 

 

食品ロスについて

記事を掲載しまし

た。 

 

 

 

飼い主のいない猫

の不妊去勢手術に

対し 52 頭の補助金

交付を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合併浄化槽の設置

が完了した 60 基に

対し補助金を交付

しました。 

広報紙に啓発記事を

2 回掲載しました。 

 

 

 

 

飼い主のいない猫の

不妊去勢手術に対し

57 頭の補助金交付を

行いました。 

 (R 元年度実績 89

頭) 

補助金の財源確保の

ため12月2日より90

日間クラウドファン

ディングを実施しま

した。多くの方々か

ら目標額の 100 万円

を上回る寄付をいた

だきました。 

 

 

住宅の新築や改修が

減り目標数には達し

ませんでした。 

合併浄化槽の設置が

完了した78基に対し

補助金を交付しまし

た。 

(R 元年度実績 91 基) 
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令和２年度 福祉部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

福祉部長 
青山 祐志 

●使命 

福祉部は、高齢者、障がい者、生活困窮者の方々等が、住み慣れ

た地域で、笑顔で暮らすことができるように、相談窓口や各種福

祉・介護サービスの充実を図るとともに、関係者の連携を深め、

共に支えあう地域づくりを大切にした福祉行政を推進します。 

 

●基本方針 

①障がい者や生活困窮者が自立し活躍できるよう、相談体制を強

化するとともに、就労支援体制の充実を図ります。 

②高齢者が安心して元気に生活できるよう、高齢者の社会参加を

促進するとともに、高齢者支援や介護予防など、ニーズに合っ

た介護・福祉サービスの充実を図ります。 

③誰もが住み慣れた自宅や地域で安心して暮らし続けるまちを目

指して、地域包括ケアシステムの充実に努めます。 
 
 
 
 

所 管 課 
福祉課・いきいき長寿課・トータルサポ

ートセンター 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

２７人 ２０人 ４７人 

一般会計    ２，９６０，３０６ 千円 

特別会計    ４，５１７，４９９ 千円 

計    ７，４７７，８０５ 千円 

（うち人件費） （２４２，５８８  千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

生活困窮者自立支

援事業及び障害者

相談支援事業の充

実 

自立相談支援事業及び家計相談

支援事業を、委託先の社会福祉協

議会と連携して実施します。 

 また、就労準備支援事業を実施

し、就労能力が低いなどの課題を

抱える人に対して、就労の機会を

提供し、就職活動等の総合的な支

援や就労体験等を通じて最終的に

一般就労に結びつけ、自立を促進

します。 

 

 

 

 障害者相談支援事業を、委託先

の障害者相談支援事業所と連携し

て実施します。 

事業の推進により、市内の障害の

ある人及びその家族等に対して、

福祉サービス等の社会資源に関す

る情報提供を行い、関係機関と連

携を取りながら、障害のある人の

地域生活を支援します。 

 

 

 

 第３期地域福祉計画・第６期障

がい福祉計画・第２期障がい児福

祉計画を策定します。 

生活困窮者に対する第2の

セーフティネットとして設

置した生活相談支援センタ

ーの利用促進や運営を支援

します。また、センターや

ジョブスポットせとうちと

生活相談支援員との連携に

より就労支援を実施し、生

活困窮者の生活が安定する

よう努めます。 

 

・目標就労者数  年間15人 

 

委託先の障害者相談支援

事業所との連携を図り、地

域課題を把握し、民生委員

やトータルサポートセンタ

ー（障害者基幹相談支援事

業）等の関係機関との連携

を強化し、相談支援体制の

充実に努めます。 

 

・目標相談支援件数 

年間300件 

 

 誰もが役割を持ち、活躍で

きる、地域共生社会の実現に

向けて、ひきこもり等の予防

的福祉の推進や包括的支援

体制の構築などを盛り込ん

だ計画を策定します。 

障がい者・障がい児が安心

して暮らせるよう施策の推

進のため、計画を策定しま

す。 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット、

就労支援員の連携に

より、就労支援を実

施しています。 

 

9月末 就労者数 

       5人 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所との連携

を図り、相談支援体

制の充実に努めてい

ます。 

 

 9月末 相談支援

件数     160件 

 

 

 

 

９月上旬に計画策定

支援事業者が決定し

ています。今後市民

アンケート調査を実

施し、計画策定のた

めの資源とします。

また、策定委員会の

開催を３回予定して

います。 

生活相談支援センタ

ー、ジョブスポット、

就労支援員の連携に

より、就労支援を実

施しています。 

 

 1月末 就労者数 

       7人 

 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所との連携

を図り、相談支援体

制の充実に努めてい

ます。 

 

 1月末 相談支援 

件数    289件 

 

 

 

 

策定委員会を２回開

催しました。策定委

員からの意見を踏ま

え、計画素案を作成

し、２月中旬よりパ

ブリックコメントの

実施を予定していま

す。 

関係機関との連携に

より、就労支援を実

施しました。 

また、支援対象者と

信頼関係を築き、き

め細かい支援を実施

しました。 

 3 月末 就労者数 

       9 人 

 

 

 

 

委託先の障害者相談

支援事業所と連携し

て、事業所への助言

を行うなど相談支援

体制の充実を図りま

した。 

 3 月末 相談支援 

件数    336 件 

（新規 40） ±0 

（継続 296）＋71 

前年比 

 

第３期地域福祉計

画・第６期障がい福

祉計画・第２期障が

い児福祉計画を策定

しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

高齢者福祉の推進 認知症施策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者福祉計画・第８期介護保

険事業計画を策定します。 

 

 

 

 

介護サービス介護給付の適正化

を推進します。 

 

 

 

 

 

 

介護予防・日常生活支援総合事

業を通じた地域づくりに努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症高齢者の地域での

見守りと行方不明時の対応

の充実に取り組みます。 

認知症サポーター養成講

座修了者数（新規） 200 人 

高齢者徘徊対策促進事業 

 登録者数（新規）  5 人 

 

高齢者が生きがいをもっ

て住み慣れた地域で暮らせ

るよう、地域の実情に応じた

計画的な施策の推進のため、

計画の策定を行います。 

 

事業者指導の推進を図り

ます。 

地域密着型サービス事業

所        3 事業所 

居宅介護支援事業所 

4 事業所 

 

 

介護予防・日常生活支援総

合事業について、関係機関で

情報を共有しながら、支援内

容、取組み方法等の見直しを

行います。 

生活支援・介護予防サービ

ス提供主体等協議体会議 

開催回数     1 回以上 

 

地域包括支援センターにコ

ーディネータを配置し、連携

を行いながら地域づくりを行

っていきます。 

認知症サポーター養

成講座は 10 月から

開催予定です。 

 

高齢者徘徊対策促進

事業（新規） 

  登録者数 5人 

 

今年度、策定委員会

をこれまでに2回開

催し、議論を重ねて

います。 

 

 

10月から地域密着型

サービス事業所3 事

業所、居宅介護支援

事業所4 事業所、認

知症対応型共同生活

介護事業所2事業所

で実施します。 

 

生活支援・介護予防

サービス提供主体等

協議会は1回開催す

る予定です。 

 

 

 

 

 

感染症の影響で中止

していた地域でのは

つらつ教室OB会も感

染症対策を職員が訪

認知症サポーター養

成講座修了者数 

      388 人 

 

高齢者徘徊対策促進

事業（新規） 

登録者数 12 人 

 

12月から1月にかけ

てパブリックコメン

トを実施しました。 

 

 

 

地域密着型サービス

事業所2 事業所、居

宅介護支援事業所3   

事業所の実地指導を

実施しました。 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

はつらつ教室は感染

症対策を講じなが

ら、実施しています。 

 

同左 

 

 

 

高齢者徘徊対策促進

事業（新規） 

登録者数 14 人 

 

高齢者福祉計画・第

８期介護保険事業計

画を策定しました。 

 

 

 

新型コロナウイルス

感染症のため、目標

に届きませんでし

た。 

地域密着型サービス

事業所  2事業所 

居宅介護支援事業所

3事業所 

新型コロナウイルス

感染症対応もあり、

実施に至りませんで

した。 

 

 

 

 

 

感染症対策を講じな

がらの再開となった

ため、目標に届きま

せんでした。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者が生きがいを感じることが

できる施策の実施を検討します。 

はつらつ教室（新規） 

5 カ所 

参加目標実人数 100 人 

はつらつ教室 OB 会（累計） 

         110 カ所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護予防リーダーを育成

し、地域での活動支援を行い

ます。 

介護予防リーダー育成 

20 人 

介護予防リーダー活動者 

（累計）      75 人 

 

 

 

 

 生涯現役促進協議会と連

携し、各種事業の実施の推進

を図ります。 

 

問し確認しながら現

在は98カ所中89カ所

で実施されていま

す。 

10月からは再開した

すべての教室の訪問

（3回目）を実施し、

再度安全な実施への

アドバイスと参加者

の声を聴く予定で

す。 

新規のはつらつ教室

については、昨年度

から継続となった4

会場のうち、2会場を

再開します。状況を

見ながら2会場も再

開する予定です。 

 

コロナ禍のため、育

成研修に替え、10月

に2回に分けて介護

予防リーダーの資質

向上研修（お久しぶ

り会）を実施する予

定です。50人の参加

予定です。救急法や

これからの活動の検

討を行う予定です。 

 

生涯現役促進協議会

は8月に窓口を開設

し、10月から本格的

に事業を実施しま

す。 

新規のはつらつ教室

についても再開した

2会場は終了し、残り

2会場のうち1会場は

実施中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月に2回に分けて

介護予防リーダーの

資質向上研修（お久

しぶり会）を実施し、

47人の参加がありま

した。次回開催を2月

24日、26日に予定し

ています。 

 

 

 

10月10日のセミナー

を含め、農業、創業等

の各種研修会を開催

し、延272人の参加が

ありました。 

はつらつ教室（新規）    

3 カ所 

参加目標実人数 

 44 人 

はつらつ教室 OB 会 

（累計）  98 カ所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍のため、育

成研修の実施には至

りませんでした。 

リーダーの資質向上

研修は、4回開催し、

95人の参加がありま

した。 

介護予防リーダー活

動者（累計） 62人 

 

 

10 月 10 日のセミナ

ーを含め、農業、創業

等の各種研修会を開

催し、延 302 人の参

加がありました。支
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

援の結果、15人の方

の就労等に結びつき

ました。 

3 

保健、福祉、医療

連携の深化・推進 

できる限り住み慣れた自宅や地

域で安心して暮らし続けながら、

必要な医療や福祉サービスを受け

られるような、地域ネットワーク

の充実強化を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の医療・福祉・介護関

係機関が連携を深められる

よう、多数の関係機関が参加

できる専門職研修会等を実

施します。 

・１研修会あたり市内関係

機関目標参加率 

  医療機関   21％ 

  介護機関   43％ 

  障がい福祉機関 34％ 

 

障がいのある人への支援

の質の向上を図るため、障が

い福祉機関・介護機関の職員

等を対象とした研修会や意

見交換会を開催します。 

・１研修会あたり市内関係

機関目標参加率 

  障がい福祉機関 40％ 

 

在宅医療・福祉に係る支

援を必要とする人に、適切

な対応ができるよう関係機

関との連携を強化し、相談

支援体制の充実に努めま

す。 

・認知症初期集中支援に係

る新規訪問支援対象者数 

10 件以上 

・在宅医療・福祉に係る相談

支援件数  

新型コロナウイルス

感染症の発生状況や

感染防止対策等を鑑

み、今年度中の開催

は中止しています。 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス

感染症の発生状況や

感染防止対策等を鑑

み、研修会について

は、今年度中の開催

は中止しています。 

基幹相談支援意見交

換会 2回 

障がい福祉機関100％ 

 

 

 

 

 

 

新規訪問支援対象者

数     1件 

 

在宅医療・福祉に係

る相談支援件数 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

基幹相談支援意見交

換会 4回 

障がい福祉機関100％ 

 

 

 

 

 

 

新規訪問支援対象者

数     2件 

 

在宅医療・福祉に係

る相談支援件数 

同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

基幹相談支援意見交

換会 5回 

障がい福祉機関100％ 

 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

在宅医療・福祉に係

る相談支援件数 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

関係部署・関係機関との協働に

より作成した地域包括ケア実行計

画に基づき、年次目標が達成でき

るよう多職種との連携調整を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括ケアシステムを踏まえ

た在宅医療・介護推進、基幹相談

支援機能について、市民・地域住

民への普及啓発を行います。 

 

 

     延べ 350 件以上 

（再掲） 

関係機関への連携件数 

延べ160件以上 

 ケアネットせとうちホー

ムページ介護・医療・福祉専

門職専用サイトの見直し、有

効活用を図るため、利用状況

に関するアンケートを実施

します。      1回  

 

市在宅医療・福祉・保健連

携推進協議会で、地域包括ケ

ア実行計画等の進捗、取組状

況の報告、情報交換を行いま

す。 

・協議会会議開催   4回 

（委員数 17人） 

 

市民・地域住民への普及啓

発のため、広報媒体を活用し

ます。 

・広報せとうち記事掲載2回 

・ケアネットせとうち通信 

発行 3 回 

 

 

 

 

 

   延 351件 

 

関係機関への連携 

   延  92件 

 

 

 

 

 

実施回数  1回 

 

 

 

 

 

 

会議開催  2回 

出席委員 延31人 

 

 

 

 

広報せとうち記事 

掲載    1回 

   延 606件 

 

関係機関への連携 

   延  137件 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

 

会議開催  3回 

出席委員 延45人 

 

 

 

 

広報せとうち記事 

掲載    2回 

ケアネットせとうち

通信 

発行    2回 

   延 747件 

 

関係機関への連携 

   延  149件 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

 

会議開催  4回 

出席委員 延60人 

 

 

 

 

同左 

 

ケアネットせとうち

通信 

発行    3 回 
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令和２年度 こども・健康部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

こども・健康部長 
難波 彰生 

●使命 

こども・健康部は、安心して子どもが産めるまち、生まれた子ど

もたちを健やかに育てられるまちを目指して、子どもと子育てを

応援する環境づくりを推進します。 

また、乳幼児から高齢者まで、すべての市民が心豊かではつらつ

とした人生を送れるよう、心と体の健康づくりを推進します。 

 

 

●基本方針 

① 地域の関係機関や行政機関とのネットワークを充実させるこ

とによって、結婚、妊娠期から出産、子育て期にわたる切れ目

ない支援を提供できる子育て環境づくりを推進します。 

② 幼児教育、保育、放課後児童対策を充実させることによって、

子どもが道徳性を生活の中で身につけ、心豊かに成長していく

ことができる環境づくりを推進します。 

③ 子どもを安心して預けられる保育園・こども園の管理・運営や、

病児・病後児保育を充実することで、安心して子育てできる環

境づくりを推進します。 

④ 市民が自分らしい豊かな人生を送ることができるよう、地域ぐ

るみで心と体の健康づくりを推進します。 

⑤ 岡山県や備前保健所、関係機関等と連携して感染症に係る情報

を収集するとともに、市民への感染予防策の普及啓発により、

感染症対策を推進します。 

所 管 課 
こども政策課・子育て支援課（公立保育

園）・健康づくり推進課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

１０４人 １１２人 ２１６人 

一般会計     ２，５８８，６５１ 千円 

特別会計     ― 千円 

計 ２，５８８，６５１ 千円 

（うち人件費） （ ８３３，６１２ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

安心して子育てで

きる環境づくりの

推進 

外遊びを通じて、子どもの健全な

発育を促し、子育て不安の解消に

努めます。また地域住民との協働

により外遊びを実施し、住民が子

育てに関心を持つことで安心して

子育てができる環境づくりを目指

します。 

 

 

 

 

次世代が安心して子育てできる環

境づくりを目指して、結婚支援を

推進します。 

みんなでつくる瀬戸内市の

こどもひろば基本計画に基

づき、こどもひろばを開催し

ます。 

 

開催回数 年間 60回 

うち地域主体 18回 

参加市民の数 延2,780人 

（ボランティア延80人含む） 

 

 

結婚希望を持つ人の出会い

の場を創出するために婚活・

結婚応援イベントを開催し

ます。 

 開催回数 年間 １回 

 参加者数 40人 

 

 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

しています。 

開催回数 6回 

うち地域主体 1回 

参加市民 延434人 

（ボランティア延26

人含む） 

 

コロナ禍で婚活・結

婚応援イベントの開

催は難しいが、縁結

びサポーターによる 

効果的な支援を検討

しています。 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

しています。 

開催回数 56回 

うち地域主体 16回 

参加市民延2,725人 

（ボランティア延91

人含む） 

 

コロナ禍で婚活・結

婚応援イベントの開

催は難しいが、縁結

びサポーターによる 

相談会を開催しまし

た。 

みんなでつくる瀬戸

内市のこどもひろば

基本計画に基づき、

こどもひろばを開催

しました。 

開催回数 74回 

うち地域主体 20回 

参加市民延3,300人 

（ボランティア延

148人含む） 

 
コロナ禍で婚活・結

婚応援イベントの開

催はできませんでし

た。 

縁結びサポーターに

よる相談会を開催し

ました。 

開催回数 2回 

相談者数 6人 

2 

子どもの健全育成

のための環境づく

りの推進 

子どもが生活の中で道徳性を身に

つけ、心豊かに成長していくこと

ができる環境を目指して、保育園・

こども園・放課後児童クラブの施

設整備について検討を行います。 

利用状況や保護者のニーズ

を踏まえ、民間誘致等も含め

た施設整備のあり方を検討

し、順次整備を進めます。 

利用ニーズの高い邑

久小学校区におい

て、民間こども園誘

致に向けて用地取得

を検討しています。 

利用ニーズの高い邑

久小学校区におい

て、民間こども園誘

致に向けて用地取得

の仮契約を締結しま

した。 

利用ニーズの高い邑

久小学校区におい

て、民間こども園誘

致に向けて用地を取

得しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

子育て環境の充実 

 

子どもの急な病気時でも安心して

働けるよう、病児・病後児保育の

充実を図ります。 

 

 

 

子どもを安心して預けられる保育

園・こども園を管理・運営します。 

 

 

 

 

 

子育て中の孤立化や児童虐待を予

防するため、関係機関との状況共

有会議を実施し、安心して子育て

ができる環境づくりに努めます 

 

 

 

病児・病後児保育施設を総合

福祉センターに整備し、市民

病院と連携しながら安定的

に運営していきます。 

 

 

教育・保育給付認定のほか、

3・4・5歳児の幼児教育の無

償化にかかる施設等利用給

付認定を安定的に行ってい

きます。 

待機児童       0人 

 

警察、児童相談所、教委等と

情報を共有しながら、見守り

を行います。また、その中で

個別の会議を適時開催し、改

善方策を協議し、状況の改善

に努めます。 

 

代表者会議      年1回 

実務者会議     年12回 

個別ケース検討会議  

          年60回 

12月の開所を目指し

市民病院と連携しな

がら、準備を進めて

います。 

 

 

引き続き、教育・保育

給付認定や施設等利

用給付認定を安定的

に行っていきます。 

 

待機児童   9人     

 

代表者会議を1回(7

月)、実務者会議を6

回(毎月)、個別ケー

ス検討会議を20回

(随時)実施していま

す。 

今後も関係機関との

情報共有を継続して

いきます。 

12月7日から瀬戸内

市民病院病児保育室

さんさんキッズが開

所しました。 

 

 

引き続き、教育・保育

給付認定や施設等利

用給付認定を安定的

に行っていきます。 

 

待機児童   14人     

 

代表者会議を1回(7

月)、実務者会議を10

回(毎月)、個別ケー

ス検討会議を25回

(随時)実施していま

す。 

今後も関係機関との

情報共有を継続して

いきます。 

12月7日から瀬戸内

市民病院病児保育室

さんさんキッズが開

所し利用につながり

ました。利用者8人 

 

教育・保育給付認定

や施設等利用給付認

定を行ってきました

が、年度途中から待

機児童が出ました。 

待機児童   14人 

 

代表者会議を 1回（7

月）、実務者会議を12

回（毎月）、個別ケー

ス検討会議を 34 回

実施し、要保護対象

家庭の支援に努めま

した。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

心と体の健康づく

りの推進 

安心して出産・育児できるよう関

係機関等の多職種と連携して、切

れ目のない相談支援体制を充実強

化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働き盛り世代の健康管理の意識向

上を図るため、がん検診の機会を

増やします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠期から子育て期におい

て成長発達に応じた適切な

相談支援を行います。 

妊娠届時の保健師・助産師の

面談率      85％以上 

 

対象別相談支援件数 

・妊婦の訪問・相談件数 

  訪問 実人数 30人以上 

相談 延人数280人以上 

・乳児家庭全戸訪問 

         200人以上 

 

臨床心理士による相談 

   実人数    150人以上 

   延人数   270人以上 

  巡回相談        5回 

  ケース会議     10回 

 

 

各種がん検診を休日や夕方

に実施します。 

 休日夕方がん検診  6回 

 

胃、大腸、肺、子宮、乳がん

検診の精密検査受診率 

       90％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠届時の保健師・

助産師の面談率 

       84.5％ 

対象別相談支援件数 

・妊婦の訪問・相談 

訪問実人数   3人 

相談延人数 218人 

・乳児家庭全戸訪問 

        87人 

 

臨床心理士による相談  

実人数       90人 

延人数      261人 

巡回相談      4回 

ケース会議   7回 

 

 

休日・夕方がん検診 

2回 

子宮がん検診 100％

乳がん検診  75％ 

胃がん検診の精密検

査対象者はいない。 

肺がん検診・大腸が

ん検診は精密検査対

象者に通知した段階

のため受診実績はな

い。 

 

 

 

 

 

妊娠届時の保健師・

助産師の面談率 

       86.7％ 

対象別相談支援件数 

・妊婦の訪問・相談 

訪問実人数   9人 

相談延人数 354人 

・乳児家庭全戸訪問

139人 

 

臨床心理士による相談  

実人数       103人 

延人数       329人 

巡回相談      6回 

ケース会議    9回 

 

 

同左 

 

子宮がん検診53.3％ 

乳がん検診 86.5％ 

胃がん検診 92.1％ 

 

肺がん検診 96.4％ 

大腸がん検診85％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

妊娠届時の保健師・

助産師の面談率 

       83.4％ 

対象別相談支援件数 

・妊婦の訪問・相談 

訪問実人数  10人 

相談延人数 431人 

・乳児家庭全戸訪問 

      166 人 

 

臨床心理士による相談  

実人数       167人 

延人数       430人 

巡回相談      7回 

ケース会議   13回 

 

 

同左 

 

子宮がん検診72.2％ 

乳がん検診 83.9％ 

胃がん検診 97.4％ 

 

肺がん検診 89.3％ 

大腸がん検診87.6％ 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 不安や悩みを抱える人が、早期に

相談につながり、自分らしく安心

して生活できるよう、こころの健

康づくりを推進します。 

 

 

 

 

健康増進及び食育について普及啓

発を行い、市民の健康づくりを推

進します。 

こころの健康づくりを推進

するため、こころ健康相談を

実施します。 

こころの健康相談   12回 

新規利用者実人数   10人 

保健師相談延人数 150人 

 

 

健康増進及び食育について

普及啓発します。 

 広報せとうち記事掲載 

12回以上 

 

保育園等における食育推

進の出前講座  5回以上 

こころの健康相談 

    6回 

新規利用者実人数 

    5人 

保健師相談（面接） 

延人数        86人 

 

 

 

 

広報せとうち記事掲

載      16回 

 

保育園等における食

育推進の出前講座      

5回 

こころの健康相談 

   10回 

新規利用者実人数 

    8人 

保健師相談（面接） 

延人数    146人 

 

 

 

 

広報せとうち記事掲

載      22回 

 

保育園等における食

育推進の出前講座 

9回 

こころの健康相談 

       12回 

 新規利用者実人数 

       9 人 

保健師相談（面接） 

延人数   183人 

 

 

 

 

広報せとうち記事掲

載      25回 

 

同左 

5 

感染症予防策の普

及啓発による感染

症対策の推進 

新型コロナウイルス感染症等の感

染拡大を防ぐため、岡山県や備前

保健所等、関係機関と連携を強化

し、感染症予防について普及啓発

を行います。 

各種感染症の感染状況に応

じた感染症予防策を普及啓

発します。 

 広報せとうち・市ホームペ

ージ・メルマガ等による啓

発       12回以上 

 

 

風しん抗体検査・予防接種の

受検勧奨を行います。   

成人の風しん抗体検査 

受検率    25％以上 

 

市ホームページによ

る啓発     21回 

チラシによる啓発 

2回 

 

 

 

 

風しん抗体検査対象

者に対し、4月にクー

ポン送付及び受検案

内、9月には愛育委員

によるチラシ回覧で

市内全体に受検勧奨

の周知を行った。 

成人の風しん抗体検

査   受検率16％ 

（9月請求分まで） 

市ホームページによ

る啓発     38回 

チラシによる啓発 

（広報への折込含） 

5回 

広報紙への記事掲載 

7回 

 

成人の風しん抗体検

査    

受検率 20.1％ 

（1月請求分まで） 

市ホームページによ

る啓発    40回 

同左 

 

 

同左 

 

 

成人の風しん抗体検

査    

受検率 20.7％ 

（3 月請求分まで） 
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令和２年度 産業建設部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

産業建設部長 
難波 利光 

●使命 

私たち産業建設部は、道路環境を始めとした安全・安心に生活できる

住環境の整備を進めます。さらに、インフラ施設の充実・長寿命化を図

ることで、災害に強いまちづくりを目指します。 

また、農業や漁業に魅力を感じ、持続的に取り組む事ができる基盤作

りを進め、併せて、地域が元気に活力を得ながら発展できるよう、企業

誘致や中小企業振興等にも力を入れながら施策を展開し、産業の活性化

を進めます。 

 

●基本方針 

①総合治水基本計画を基に、河川の氾濫や高潮等への備えとなる防災対

策事業を計画的に実施します。 

②長寿命化計画に基づき、生活道路等の年次的な整備を行います。 

③ＪＲ３駅の駅前等整備事業を積極的に促進します。 

④農地を維持し、インフラ資源の質的向上を図るため、農業用施設の適

正な維持管理が行えるよう事業の促進に努めます。 

⑤担い手の育成や耕作放棄地対策等の事業に取り組むことで、農林水産

業の活性化を後押しします。 

⑥深刻化する有害鳥獣による農作物への被害を抑えるため、積極的に対

策事業を進めていきます。 

⑦地域産業の担い手である市内の小規模事業者や中小企業者のための

振興対策を積極的に推進します。 

⑧投資による雇用・税収を確保するため、農村地域産業導入促進法によ

る企業誘致を促進します。 

所 管 課 建設課・産業振興課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

２７人 ７人 ３４人 

一般会計 ３，５３５，２１４ 千円 

特別会計 １６６，１９９ 千円 

計 ３，７０１，４１３ 千円 

（うち人件費） （ ２４２，８３５ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

河川、高潮、住宅

の耐震化等の防

災対策の推進 

総合治水基本計画を基に、防災対

策事業の検討を進め、大雨、台風

等による河川氾濫、高潮対策等へ

備えます。 

 

 

 

 

 

総合治水基本計画の対策の

うち、実現可能な案の検討を

行います。高潮対策について

は仮設ポンプを設置し内水

排除を行います。 

 

 

 

 

県管理河川は基本計

画策定中のため、市

単独にて実現可能な

対策を検討中です。

豪雨対策として、7月

に仮設ポンプを設置

しました。 

県管理河川を対象外

とした市で実施でき

る基本計画を暫定版

として作成中。豪雨

対策の仮設ポンプは

10月末で撤去しまし

た。 

県管理河川を対象外

とした市で実施でき

る基本計画を暫定版

として作成しまし

た。今後、関係部署と

調整を図ります。 

2 

長寿命化計画に

基づく、生活道

路等の整備 

市道橋梁の5年に1回の法定点検が

2巡目となり、市職員及び専門業者

による橋梁点検を実施し健全度の

診断を行い、予防保全の観点から

早期補修を行うなど、適正な管理

を進めます。 

 

地域の活動や市民の生活に最も密

着する生活道路の維持補修や改修

整備など促進し、安心安全な地域

づくりを推進していきます。また、

まちづくりに必要な道路の整備を

進めます。 

 

老朽化や耐用年数を超過した市営

住宅において、将来のストック量

を検討し建替えや効率的で適正な

維持管理について、市営住宅長寿

命化計画の策定を進めます。 

 

市道の橋梁 580 橋のうち、今

年度は 106 橋の法定点検を

実施します。 

生活道路改良工事では舗装

修繕を含め、20 路線を実施

します。 

 

生活道路維持補修等では、要

望書に基づいた迅速な対応

と、要望に対する実施率

60％以上を目指します。 

 

 

 

市営住宅長寿命化計画を策

定します。 

 

 

 

86橋について発注済

み。20橋については

直営点検を実施中。 

29路線の工事発注を

行い、2路線工事完

了。 

 

要望件数207件に対

し81件対応し実施率

39％。 

 

 

 

 

市営住宅長寿命化計

画を発注済み。 

106橋について点検

完了済み。 

 

38路線の工事発注を

行い、16路線工事完

了。 

 

要望件数302件に対

し142件対応し実施

率47％。 

 

 

 

 

市営住宅長寿命化計

画の策定中。 

 

 

106橋について点検

を完了しました。 

 

43路線の工事が完了

しました。 

1路線繰越。 

 

要望件数359件に対

し183件対応し実施

率51％でした。 

 

 

 

 

市営住宅長寿命化計

画を策定しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

ＪＲ駅前等整備

事業の推進 

市内に３駅あるＪＲ駅前等整備計

画の短期計画の早期実現に向け

て、関係者との調整を図り、安全

な工事を進めます。 

駅利用者等の安全に配慮し

た施工計画にて、令和４年度

完成を目指し３駅とも地元

説明会を開催し工事に取り

掛かります。 

 

 

 

 

大富駅、長船駅の地

元説明会を終え、工

事発注の準備完了。

邑久駅は安全性・利

便性の向上のため、

計画修正を発注の準

備完了。 

3駅とも着手可能な

箇所から工事発注

し、工事着手。 

邑久駅の計画修正は

関係機関と調整しな

がら検討中。 

3駅とも着手可能な

箇所から工事発注

し、工事に着手しま

した。 

邑久駅の計画修正は

繰越業務にて引き続

き関係機関と調整し

ながら検討していま

す。 

4 

農業用施設の適

切な維持管理 

農地の維持や農地・水路・農道等

の維持補修や改修整備など促進

し、安心安全な地域づくりを進め

ます。 

 

 

 

 

農道橋、法定外橋梁の管理者とし

て橋梁点検を実施し健全性の診断

を行い、予防保全の観点から早期

補修を行うなど、適正な管理を進

めます。 

 

 

 

農業用ため池の防災・減災対策と

して、5年に1回ため池点検を実施

し健全性の診断を行い、予防保全

の観点から早期補修・廃止を行う

など、適正な管理を進めます。 

 

 

 

 

 

農業用施設維持補修等では、

要望書に基づいた迅速な対

応と、要望に対する実施率

60％以上を目指します。 

 

 

 

 

農道橋、法定外橋梁19橋のう

ち、今年度は11橋の橋梁点検

を実施します。 

 

 

 

 

 

農業用ため池633池のうち、

今年度は50池のため池点検

を実施します。 

要望件数128件に対

し51件対応し実施率

40％。 

 

 

 

 

 

11橋の橋梁点検を発

注済み。 

 

 

 

 

 

 

27池のため池点検を

発注済み。23池は直

営点検を予定。 

 

要望件数181件に対

し94件対応し実施率

52％。 

 

 

 

 

 

11橋について点検完

了済み。 

 

 

 

 

 

 

68池のため池につい

て点検完了済み。 

 

要望件数221件に対

し123件対応し実施

率56％でした。 

 

 

 

 

 

11橋について点検を

完了しました。 

 

 

 

 

 

 

68池のため池につい

て点検を完了しまし

た。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

5 

農林水産業の活

性化 

耕作放棄地の復旧及び耕作放棄地

防止対策の検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

適切な森林経営管理を推進しま

す。 

 

 

 

 

農業者、漁業者の新規就業者確保

とその支援を行います。 

補助事業等を活用しながら、

耕作放棄地の年間活用面積

を３ha 増加します。 

瀬戸内市振興公社等関係機

関と連携した耕作放棄地防

止に関する新たな制度の創

設を検討します。 

 

 

森林環境譲与税を活用した

現況調査    20ha 

 

 

 

 

農業の新規就業者 3人 

漁業の新規就業者  1 人 

耕作放棄地を含む農

地利用状況調査を実

施して集計中。 

新たな事業の創設に

向けて、振興公社等

関係機関との調整

中。 

 

 

森林経営管理制度取

組方針を策定しまし

た。今後委託発注し

実施する予定です。 

現況調査 181.05ha 

 

就業奨励金の対象者

として、農業者 3 名

を申請済。 

農地利用状況調査の

結果、約４haの耕作

放棄地の解消を確

認。 

新たな事業の創設に

向けて、振興公社等

関係機関との調整

中。 

 

森林現況調査を発注

済。 

181.05㏊、285区画 

 

 

 

農業者3名について

支給決定。 

農地利用状況調査の

結果、約４haの耕作

放棄地の解消を確認

しました。 

瀬戸内市耕作放棄地

解消等事業を創設し

ました。 

 

 

森林現況調査を実施

しました。 

181.05ha、287 区画 

 

 

 

農業者 3 名に支給し

ました。 

6 

有害鳥獣被害対

策の推進 

近年被害が増加している鳥獣被害

の防止を図るための対策を強化し

ます。 

 

 

防護柵設置（個別柵及び集落

柵の実施）及びその効果を高

めるための緩衝帯整備 

個別柵     130 件 

集落柵      3 件 

緩衝帯      3 地区 

集落ぐるみで行う被害防止

対策を推進します。 

セミナー         150 名 

小規模集落セミナー 30 名 

 

 

 

有害鳥獣駆除捕獲を推進し

ます。 

駆除捕獲頭数    650 頭 

 

■防護柵設置等 

個別柵  145 件 

集落柵   4 件 

緩衝帯   1 地区 

※交付決定の件数 

 

■普及啓発 

小規模集落セミナー 

5 地区 

現地指導等 

52 箇所 

 

 

■駆除捕獲 

イノシシ  500 頭 

シカ     95 頭 

合計    595 頭 

■防護柵設置等 

個別柵  184 件 

集落柵   4 件 

緩衝帯   1 地区 

※交付決定の件数 

 

■普及啓発 

小規模集落セミナー 

9 地区 

現地指導等 

63 箇所 

 

 

■駆除捕獲 

イノシシ  690 頭 

シカ    164 頭 

合計    854 頭 

■防護柵設置等 

個別柵  180 件 

集落柵   4 件 

緩衝帯   1 地区 

※交付確定の件数 

(個別柵 4件中止) 

■普及啓発 

コロナの影響で大規

模なセミナーは自粛 

小規模集落セミナー 

10 地区 

現地指導等 

68 箇所 

■駆除捕獲 

イノシシ  693 頭 

シカ    170 頭 

合計    863 頭 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

7 

地域産業の振興

対策の推進 

地域産業の担い手である市内小規

模事業者、中小企業者の振興対策

を推進し、併せて創業者の支援を

推進します。 

創業支援事業計画に基づき、

瀬戸内市商工会、岡山県産業

振興財団、金融機関との連携

による創業支援件数 149 件

及び創業件数 18件 

（各連携機関合計数値） 

 

利子補給制度等の適正な執

行による中小企業の支援を

行います。 

 

 

新型コロナウイルス感染症

による影響を受ける小規模

企業者等に対して、緊急経済

支援策等の情報提供を行い

事業継続を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小規模企業者及び中小企業

者振興条例に基づき、新たな

11月から創業塾を開催す

る予定である。コロナ禍

にもかかわらず、例年通

り 11 人の受講申込があ

りました。 

 

 

中小企業活性化資金利子

補給については、上半期

53件実施。 

 

 

商工会に中小企業相談窓

口を設置し、様々な相談

を受けています。 

事業継続対策として 5 施

策を実施中。 

持続化支援給付金につい

ては、557 件実施。 

事業継続融資利用支援金

については、134 件実施。 

あと 3 施策については、

申請受付中。 

 

 

新たに 4 施策を創設予定

とし、中期財政計画に計

11月に全5回の創業塾を

開催。13 名の方の受講が

ありました。 

 

 

 

 

中小企業活性化資金利子

補給対象者について、新

たに 4 件を認定しまし

た。 

 

商工会に設置した中小企

業相談窓口で情報提供や

申請支援を行いました。 

持続化支援給付金は 735

件実施。事業継続融資利

用支援金は 220 件実施。

事業支援機関サポート事

業補助金は 2 機関に対し

て交付決定済。事業者連

携支援補助金は 6 団体に

対して交付決定済。 

 

 

新たに創設を予定してい

る施策について、要綱の

令和元年度受講者 1 名と

令和 2 年度受講者 5 名に

創業奨励金を交付しまし

た。 

 

 

 

中小企業活性化資金利子

補給認定件数は年間 6 件

でした。 

 

 

持続化支援給付金は 797

件実施。3月末で終了。 

事業継続融資利用支援金

は 220 件実施。1 月末終

了のため進捗なし。 

事業支援機関サポート事

業補助金は 2 機関が事業

完了。1機関は実施中で翌

年度に繰り越し。 

事業者連携支援補助金は

事業実施中で翌年度に繰

り越し。 

 

新規企業誘致に関する施

策及び既存企業の再投資
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振興対策の創設を検討しま

す。 

 

 

 

今年度より実施する事業承

継推進補助金の交付につい

て、幅広く周知し、商工会と

協力して支援を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上しています。 

 

 

 

 

HP等で幅広く周知してい

ます。１件申請受付済。 

 

整備を行っています。 

 

 

 

 

事業承継推進補助金につ

いて 1件交付済 

に関する施策について

は、要綱整備が完了し、令

和 3 年 4 月 1 日より施行

予定。 

 

同左 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

8 

農村地域産業導

入促進法による

企業誘致の促進 

雇用の増大や税収の確保につなげ

るため、計画予定地である第２宮

下工業団地への企業誘致を促進し

ます。 

農村地域産業導入促進法に

基づく実施計画書の公表を

行います。また、県、その他

関係機関と連携し、企業の投

資情報を収集し、企業誘致を

推進します。 

 

県と連携し、進出候

補企業 1 社と接触し

ました。 

農産法の指定に向け

ては、日本立地セン

ターと協議し、最終

の計画変更書類を作

成中です。 

農産法指定に向けた

計画変更の事前協議

書を県へ提出し、公

表に向けた最終調整

を行っています。 

計画予定地の地権者

に対し、事業の進捗

状況を説明しまし

た。 

詳細設計に向けた測

量、地質調査を実施

中。 

 

第 2 宮下産業団地へ

進出希望の企業か

ら、立地意向表明書

の提出はなかった

が、4月早々には提出

していただける予定

となっている。 

農産法に関する実施

計画書については、

県協議が完了し、公

表済。 

測量、地質調査業務

については実施中で

翌年度に繰り越し。 
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令和２年度 文化観光部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

文化観光部長 
頓宮 忍 

●使命 

私たち文化観光部は、古くから継承されてきた歴史遺産や伝統文化を

保護、保存、活用し、まちの個性を形づくる伝統文化や文化財を次世代

に継承します。また、歴史、文化に触れる機会や多様な文化活動の機会

を設けることにより、人と文化の交流による豊かな文化の創造を進めま

す。また、自然や景観、歴史遺産、伝統文化などの観光資源を活用し、

情報発信事業を推進することにより、市の魅力を広く内外に発信し、交

流人口の増加を図るとともに、地域の賑わいを創出します。 

 

●基本方針 

①文化財の調査等による保護、保存を推進し、併せて情報発信による文

化財等の活用を進めます。 

②市民の文化活動を支援するとともに、博物館、美術館をはじめ、優れ

た芸術文化に触れる機会を提供します。 

③情報発信事業を継続することにより、観光客の誘致を促進し、市の知

名度向上を図ります。 

④インバウンド対策に取り組み、訪日外国人旅行客の誘致を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

所 管 課 文化観光課 

 

人  員 
正職員 

会計年度 

任用職員 
合計 

16 人 8 人 24 人 

一般会計 
609,471 

（うち繰越明許 13,090） 千円 

特別会計  
千円 

計 
609,471 

（うち繰越明許 13,090） 千円 

（うち人件

費） 

（127,218 

（うち会計年度任用職員 24,359 

（そのうち地域おこし協力隊 3,601  

千円） 

千円） 

千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

文化財の調査等

による保護、保

存及び情報発信

による文化財等

の活用 

本市における文化財の保存活用に

関する基本的な方針となる文化財

保存活用地域計画策定（令和2年度

～令和4年度）に向けた取組を進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、民間と連携し、日本刀や須

恵器など地域の特徴的な歴史文化

資源を活用した地域活性化を図る

取組を進めます。 

計画策定のための協議会を

設立し、本市が有する未指定

を含めた文化財の洗い出し

を行います。 

 

目標：文化財基礎リスト作成 

 

 

 

 

 

 

 

民間と連携し、地域の特徴的

な歴史文化資源の情報発信

や価値向上の取組を行いま

す。 

 

目標：webサイト、SNSの閲覧

件数 2,000件 

ブランディングした商品数 

1商品 

計画策定支援業務受

託者が入札により決

定し、文献から市内

の指定・未指定の文

化財のリスト作成を

進めています。また、

協議会の設置要綱を

定め、委員の人選を

進めています。 

 

 

 

 

日本刀の活用に関し

ては、山鳥毛のパン

フレットを大人用

10000部、子供用5000

部を作成し、山鳥毛

特別陳列において配

布するとともに、市

内の小中学校に送付

しました。 

須恵器に関しては、

寒風陶芸会館におい

て、現在webサイトの

立ち上げやブランデ

ィング商品の開発に

取り組んでいます。 

第1回策定協議会を

開催し、計画の方向

等について協議を行

いました。 

文献調査や文化財基

礎リストの作成は継

続して進めていま

す。 

 

 

 

 

 

秋の山鳥毛特別陳列

で配布したパンフレ

ットにおいて、備前

刀の歴史や価値を、

市内外の多くの方に

発信することができ

ました。 

須恵器に関しては、

webサイトを2月に立

ち上げ、配信を始め

ます。また、古代須恵

器の復元に取り組ん

でおり、今後プロモ

ーション活動を行っ

ていきます。 

協議会を年 2 回開催

し、計画策定に向け

た協議を行うことに

より、計画策定の基

礎資料となる文献リ

スト、文化財リスト

を作成しました。 

また、市民ワークシ

ョップを 2 回開催

し、計画策定の周知

及び市民意見の聴取

を行いました。 

 

民間と連携し次の事

業を実施しました。 

① 日本刀では、パ 

ンフレット及び動画

を作成して情報発信

ができました。 

動画再生回数 

  1801回 

② 須恵器では、web 

サイトを立ち上げ、

英語版パンフレット

データを作成し、情

報発信を行いまし

た。また「寒風須恵

器」のロゴ作成及び

商標登録を行い、商

品価値の向上を図り

ました。 

web サイト閲覧数 

1936回 

ブランディング 

した商品数 １点 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

市民の文化活動

の支援及び優れ

た芸術文化に触

れる機会の提供 

 

 

民間団体等が実施する音楽を軸と

した多種多様な分野でのコンサー

ト等を支援し、プロ団体や学生、

また市民参加など音楽文化芸術に

ふれあえる機会を創出します。 

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

左記、音楽コンサート等を企

画・計画している市民団体等

に向け補助金を交付するこ

とにより、その活動を支援し

ます。 

 

目標：市民が音楽文化芸術活

動に参加した数 

2,000人 

和太鼓や合唱コンサ

ート等を企画実施し

ている団体に対し、

補助金を交付し、各

事業が実施されてい

ます。新型コロナウ

イルス感染症対策を

講じたうえ、多数の

参加があり、また11

月・12月の事業実施

に向け、準備調整を

しています。 

9月末参加人数 200人 

民間団体の活動支援

として、11月に実施さ

れた和太鼓を中心と

した山鳥毛里帰りコン

サートや12月に実施

されたプロアマ共演

によるベートーヴェン

交響曲第9番のコンサ

ートなどの事業に対し

補助金を交付し、支

援しました。 

委託事業として、市内

全保育園・幼稚園・こ

ども園・小学校・中学

校の児童・生徒にプ

ロによる質の高い演

奏等を提供し、文化

芸術の素晴らしさを体

感し てい ただき まし

た。また第4回夢二コ

ンクールを開催し、全

国から多数の声楽者

が参加されたことによ

り、市の文化芸術の

振興と併せて知名度

の向上を図ることがで

きました。 

1月末参加人数2,000

人 

児童生徒2,000人 

１月末までに実施され

た各事業に加え、民

間団体の活動支援と

して、3月に実施され

たミュージカル（2回公

演）及びプチバレエコ

ンサートに対し支援を

行いました。 

市民団体等が実施す

る質の高い文化活動

に対し、補助金の交

付やその他の側面的

支援により、年間を通

じて多くの事業が実

施され、市民が優れ

た文化芸術に触れる

機会の創出につなげ

ることができました。 

 

年間総参加人数 

 計2,４00人 
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備前長船刀剣博物館において、特

別展やテーマ展を計画・実行し、

刀剣文化の魅力を広めていきま

す。また、山鳥毛里づくりプロジ

ェクトに基づいた取組を行いま

す。 

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

特別展2回、テーマ展3回を開

催します。また、国宝「山鳥

毛」の特別陳列を行います。 

改修工事中は、研修棟や工房

で日本刀に関わる職人をテ

ーマにした取組を行います。 

 

目標入館者数：42,000人／年 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大により

4/20～5/20まで臨時

休館しました。 

このため、特別展が

中止となり、展示計

画を見直しました。 

現在まで、テーマ展3

回を開催し、秋季テ

ーマ展に合わせて

「山鳥毛」の特別陳

列を行いました。 

なお、9/10より感染

症防止対策のため、

来館者予約システム

による入館者制限を

実施しています。 

 

入館者数（9月末） 

11,644人 

現在までテーマ展4

回を開催しました。 

秋季テーマ展（山鳥

毛特別陳列）ではキ

ャプション等展示手

法を工夫し、来館者

から高い評価を得ま

した。 

改修工事にあたり、

10/5～ 22まで休館

し、10/23から里の工

房等を活用し、刀職

をテーマにテーマ展

を開催しています

（館は工事のため休

館）。 

 

入館者数（1月末） 

15,675人 

年間で、テーマ展4回

を開催しました。 

館の改修工事期間中

は、研修館と工房を

展示室に利用し、刀

職をテーマに工夫し

た展示会を開催しま

した。 

改修工事について

は、3月23日に完了し

ました。 

新型コロナウイルス

感染症の影響で入館

者数は大きく減少し

ましたが、刀剣文化

の振興や情報発信が

できました。 

 

入館者数 17,430人 

瀬戸内市立美術館の魅力向上や新

たな来館者層を増やすため、魅力

ある特別展や企画展を開催しま

す。  

 

※新型コロナウイルス感染症の影

響あり 

 

 

 

特別展2回、企画展5回を開催

します。企画展では児童生徒

の作品展を開催するなど美

術を身近に感じる取組も行

います。 

 

目標入館者数 

美術館：20,000人 

 

新型コロナウイルス

感染症拡大により

4/20～5/20まで臨時

休館しました。 

このため、展示計画

を見直しました。ま

た、イベントは中止

しています。 

現在まで、特別展1

回、企画展3回を開催

しました。 

 

入館者数（9月末） 

3,602人 

 

 

現在まで特別展2回、

企画展4回を開催し

ました。 

特別展「野田弘志展」

では、同時期に同じ

テーマで開催してい

る岡山市のシティー

ミュージアムと連携

し、来館者が両館を

訪れるような工夫を

行いました。 

 

入館者数（1月末） 

9,750人 

年間で、特別展 2回、

企画展 5 回を開催し

ました。 

新型コロナウイルス

感染症の影響で入館

者数は大きく減少し

ましたが、地域の芸

術文化の振興を図る

ことができました。 

 

入館者数 11,383 人 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

情報発信事業の

継続による観光

客の誘客と市の

知名度の向上 

観光資源の掘り起こしや磨き上げ

を行い、時節を捉えた効果的な情

報発信に取り組むことで、新型コ

ロナウイルス感染症収束後の国内

観光客の誘客と市の知名度向上を

図ります。 

「瀬戸内海」や「日本刀」な

どの既存観光資源の磨き上

げや新たな観光資源の掘り

起こしを実施します。また、

メディア等を活用した観光

情報の発信を強化するため、

最も効果的なタイミングで

観光プロモーション事業を

実施することで、市の知名度

を高め、国内からの誘客の促

進を図ります。 

 

新型コロナウイルス感染症

収束後の目標入込客数 

95,000 人／月 

 

新型コロナによる観

光関連事業者への影

響を鑑み、事業者支

援の一環として「宿

泊キャンペーン」や

「プレミアム付電子

旅行商品券事業」を

行うなかで、適宜、

関西圏や県内向けの

メディア等を活用し

た情報発信を行って

おり、誘客回復に向

けて取り組んでいま

す。 

入込客数 

（R2.9 実績） 

65,138 人／月 

新型コロナの再流行

によって積極的な誘

客事業の推進が困難

となったことから、

将来のプロモーショ

ン活動に備えた動画

の制作やホームペー

ジの充実等に取り組

んでおり、アフター

コロナを意識した準

備を行っています。 

入込客数 

（R2.12 実績） 

60,996 人／月 

 

新型コロナの流行下

におけるプロモーシ

ョンとして、オンラ

インでのプロモーシ

ョン活動を充実させ

るための整備を実施

し、観光ホームペー

ジの全面改装の完了

公開と、市内観光資

源を伝える動画につ

いて制作公開しまし

た。 

新型コロナの影響に

より、直接的に誘客

促進を図る事業は実

施できませんでした

が、ウイズコロナ、

アフターコロナを意

識した事業を実施す

るための準備を整え

ることができまし

た。 

 

（R2 年度実績） 

58，551 人／月 
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4 

インバウンド対

策による訪日外

国人旅行客の誘

客 

新型コロナウイルス感染症収束後

に向け、インバウンド向けの旅行

商品の開発や磨き上げを行い、新

たな旅行商品販売の準備に取り組

むことで、訪日需要回復後の外国

人旅行客の誘客を図ります。 

吉井川流域ＤＭＯや近隣自

治体と連携し、インバウン

ド向けの旅行商品の開発や

磨き上げを行います。 

 

新たに開発したインバウン

ド向け旅行商品数 

          2 商品 

 

日本旅行等と連携

し、観光庁の誘客多

角化事業に応募し、

採択を受けたところ

であり、「日本刀の聖

地・長船」を軸に、当

市の強みを生かした

将来のインバウンド

誘客に向けたコンテ

ンツ整備を計画して

います。 

 

新型コロナの再流行

によって、当面の間

インバウンド誘客の

目途が立たないこと

から、オンラインに

よるプロモーション

を意識し、状況に応

じた対応に努めてい

ます。 

また、富裕層向けの

旅行商品など将来イ

ンバウンド向けにも

転用できる商品開発

の検討を進めていま

す。 

観光庁の誘客多角化

事業において、日本

刀の聖地・長船の訴

求力を高めるオンラ

インプロモーション

を実施し、日本刀の

制作と工程を追った

多言語化した動画の

公開、またオンライ

ンツアーを実施し多

くの視聴者を集める

ことができました。

新型コロナの影響に

より、インバウンド

向け旅行商品の商品

化は実現できません

でしたが、インバウ

ンドの再開に向けた

情報提供等の取組を

進めることができま

した。 
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令和２年度 消防本部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

消防長 

髙原 正利 

●使命 

私たち消防本部は、社会情勢を的確に把握し、将来を見据えたきめ細か

で、地域に密着した消防行政を展開していきます。 

●基本方針 
①消防力が最大限に発揮できるよう各種訓練・教育を実施させ組織の向
上に取り組みます。 

②新型コロナウイルス感染症に対応した訓練を実施します。 
③消防団員の災害対応能力・士気を高めるよう努めます。 
④消防施設の充実を図ります。 
⑤防火基準の違反を是正していくよう努めます。 
⑥自主防災組織の活動支援を推進します。 
⑦事業所における自衛消防訓練の実施向上に努めます。 
⑧指令情報の充実を図ります。 
 

所 管 課 
総務課 警防課 予防課 通信指令室 

消防署 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

７７人 人 ７７人 

一般会計       ６５８，０６０ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ６５８，０６０ 
千円 

（うち人件費） （  ５２４，１０４ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

安全で正確な対応

力の強化 

【警防課・消防署】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員の平均年齢が県内消防組織

の中でもトップクラスの若返りと

なり、火災・救急・救助・災害等 

の活動で安全、正確な対応力の強

化に努めることにより、市民の安

心と信頼のさらなる向上を図りま

す。 

 

緊急自動車の事故防止を

図るため運転適性検査を実

施します。 

自動車安全運転センター1名 

岡山県免許センター  11名 

自動車教習所     39名 

 

各種免許・資格者を増員し 

災害に対応します。 

大型自動車免許    4名 

小型船舶免許     2名 

玉掛け・クレーン講習 2名 

 

 

自動車安全運転セ

ンター、岡山県免許

センター、自動車教

習所については全員

実施済みです。 

 

 

小型船舶免許は２

名取得済みで、玉掛

け・クレーン講習も

２名受講済みです。 

大型自動車免許は現

状３名取得済みで

す。 

 

 緊急走行が不可能

な該当職員が、４名

いますが、３月末に

学科、実技試験の再

試験実施予定です。 

 

 

各種免許取得に係

る内容については、

すべて取得済です。 

 

 

 

 

 

再試験の結果、合

格となり、緊急走行

を可能としました。 

 

 

 

 

同左 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

  基本訓練の積み重ねによ

り、外部機関との総合的な訓

練を実施し、正確な技術の習

得や知識の向上を図ります。 

消防訓練    年5回以上 

救助訓練    年5回以上 

救急訓練    年4回以上 

 

 

 

 

 

基本訓練を定期的

に実施し、外部機関

として岡山市消防局

と水難救助合同訓練

を実施しました。他

の予定していた外部

機関との訓練はコロ

ナ感染症により中止

になっています。 

 

 

 

新型コロナの状況

を鑑み、実施可能な

訓練は実施していま

す。成果目標は達成

可能です。今年度、

残す訓練は林野火災

合同訓練のみとなっ

ています。 

 

 

 

今年度の訓練は、

すべて実施でき、成

果目標は達成できま

した。外部機関との

総合的な訓練につい

て、消防訓練８回、

救助訓練５回、救急

訓練５回実施しまし

た。 

2 

新型コロナウイル

ス感染症対応訓練 

【警防課・消防署】 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感

染者発生拡大に対応した活動訓練

を実施します。 

 

 

 

 

傾向対策の収集に努め、感

染防止に取り組みます。 

感染防止対応訓練月1回以上 

 

 

 

 

 

 

感染症の傾向対策

に取り組み、定期に

訓練を実施していま

す。 

 

 

 

 

救急隊の感染対策

について国から変更

が１月にあり、警防

課で基準に沿った内

容で救急業務を実施

していきます。 

 

 

備前保健所職員に

来庁してもらい、救

急活動時の感染対

策、新型コロナ傷病

者搬送時についての

流れも確立しスムー

ズに行えるようにな

りました。 

3 

消防団員の活動能

力の向上【総務課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、発生している災害が大規

模化・多様化している現状に対応

すべく団員の教育・訓練を重点的

に行い、災害に必要な知識と技術

を高め、より一層地域に密着した

活動ができるよう努めます。 

 

 

 

 

全分団各種訓練を年３回

以上、また、夏季訓練では今

年度、整備を行うエンジンカ

ッター・チェーンソーの使用

訓練を行い大規模災害に備

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

各分団で放水訓

練・ロープ結索訓練

等を実施、また７月

１９日には全分団を

対象に今年度、整備

したエンジンカッタ

ー・チェーンソーを

使用した夏季訓練を

行いました。 

 今年度はコロナ感

染症の影響で消防学

校での団教育は中止

となったが、夏季訓

練・文化財訓練等は

実施。３月には林野

火災訓練を実施予定

です。 

今年度はコロナ感

染症の影響で消防学

校での団教育は中止

となりましたが、夏

季訓練・文化財訓

練・林野火災訓練を

実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

消防施設等の整備

【総務課】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛窓分団第３部、第４部、鹿忍

分団第１部の機能低下した消防車

両の更新を図ります。 

 

 

邑久東分団機庫に隣接した用地

を訓練場として使用するため、整

備を行います。 

 

新長船分駐所建設予定地に災害

に対応でき、平時には職員のみな

らず市民への訓練にも使用できる

消防水利の充実を図ります。 

 

令和２年１２月末までに

実施します。 

 

 

 

令和３年２月末までに整

備します。 

 

 

令和３年１月末までに耐

震性貯水槽１００ｔを整備

します。 

 

 

５月末に入札を行

い、現在１台は中間

検査が終了、年内に

は３台全て納車予定

です。 

設計も完了し、次

は入札を行います。 

 

 

 ６月工事施工業者

も決定し、現在耐震

性貯水槽を作成中。

完成しだい設置工事

を行います。 

１２月中には３分

団とも消防車両の引

渡しが完了しまし

た。 

 

 入札も１２月に完

了し、今後は設計ど

おり実施します。 

 

 １月上旬に完成検

査が完了しました。 

同左 

 

 

 

 

３月に完成検査を

行い、訓練場の整備

が完了しました。 

 

 耐震性貯水槽の整

備が完了しました。 

5 

消防法令違反防火

対象物への指導強

化【予防課】 

 

 

 

 

消防用設備等点検結果報告書の

不備に対する是正指導を行いま

す。 

 

 

 

 

提出されてきた不備のあ

る事業者全てに改修指導を

行います。 

 

 

 

 

9 月 30日で 218件

の提出があり、異常

58 件に対し改修指

導を実施済です。 

 

 

1月31日現在で351

件の提出があり、異

常97件に対し改修指

導を実施。未改修の3

件は立入検査で改修

指導を行っていま

す。 

3 月 29 日現在で、

点検報告件数 401

件、異常件数 106 件

であり、異常のあっ

たものについては全

て是正指導を行いま

した。 

6 

自主防災組織（婦

人防火クラブ）の

災害対応力の向上 

【予防課】 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ助成事業を活用し

新規結成間もない婦人防火クラブ

の防災用資機材整備支援を行いま

す。 

 

 

 

婦人防火クラブリーダーを中心

に、災害対応力の向上を図ります。 

 

 

 

軽可搬消防ポンプと応急

救護資器材整備を10月末ま

でに行います。 

 

 

 

 

消防学校で実施されるリ

ーダー研修会に２クラブ以

上の参加を目指します。 

 

 

両資器材を購入

し、9月 26 日に婦人

防火クラブに贈呈

し、取り扱い訓練を

実施しました。 

 

 

研修入校依頼は 2

クラブに対し確約頂

いたが、教育自体が

コロナで中止になり

ました。他にできる

訓練で対応します。 

コミュニティ助成

事業の実績報告を行

いすべて完了しまし

た。 

 

 

 

消防本部の指導で

婦人防火クラブの訓

練として、２地区の

クラブに対し、ポン

プ取扱、応急救護の

訓練を実施済です。 

 

コミュニティ助成

事業を活用し、軽可

搬消防ポンプと応急

救護資機材を整備し

ました。 

 

 

同左 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

7 

危険物施設の安全

対策の推進【予防

課】 

 

 

 

 

 

 

 

危険物施設と消防訓練を実施

し、安全意識の高揚及び初期対応

の連携が図れるように訓練を実施

します。 

 

 

 

 

 

 

危険物施設での訓練を２

回以上行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月に危険物施設

の合同訓練を計画し

ていましたが、新型

コロナのため延期さ

れました。他で実施

可能な事業所を検討

しています。 

１０月新たに危険

物施設での合同訓練

実施の運びとなって

いましたが、急遽、

事業所の都合により

中止となりました。

コロナ感染症の収束

が見えない中、動向

を見ながら実施に向

け進める予定です。 

 

今年度において

は、２件の合同訓練

計画を立てていまし

たが、いずれもコロ

ナ感染症のため施設

からの同意が得られ

ず実施できませんで

した。 

 次年度は動向を見

ながら、可能な方法

を計画します。 

8 

正確で詳細な情報

提供 

【通信指令室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民基本台帳を基にした情報の

更新及び新建築物等の調査を行い

ます。 

 

予防課、警防課と連携して防火対

象物、危険物施設の状況把握や水

利、道路状況等の情報把握に努めま

す。 

 

 

消防団出動時の情報提供の充実

やメール配信の確実性に努めます。 

 

 

月に１回、住民基本台帳の

世帯主異動を確認し常に最新

に更新します。 

 

不明世帯や建物等、道路状

況等の現地調査を月に１回以

上行います。月に１回以上予

防課、警防課と情報交換を行

います。 

 

月初めに消防団員全員にメ

ールのテスト送信を行いま

す。 

 

月に１回以上、世帯

主の異動確認を行っ

ています。 

 

 情報交換をしっか

り行い道路の状況等

確認しています。 

 

 

 

 月に一回は確実に

メールテストを行っ

ています。 

同左 

 

 

 

 情報交換を常に行

い道路の状況等確認

しています。 

 

 

 

 同左 

世帯主の確認につ

いては、確実にできま

した。 

 

 情報交換について

常に行い、道路状況等

の把握に努めました。 

 

 

 

 テストメールの配

信は月に一度必ず行

いました。 
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令和２年度 上下水道部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

上下水道部長 
松本 孝之 

●使命 

私たち上下水道部は、市民生活や産業経済活動に欠くことのできないラ

イフライン事業を担っています。上水道は、安全・安心な活力ある水道

を基本理念に、災害に強い安全・安心で良質な水を安定的に供給します。 

下水道は、快適な生活環境の整備と日々の生活で汚した水を高度処理し

水質保全を図り、豊かな水環境を守ります。 

●基本方針 

①安全で安心な水を供給するため、水質管理・検査体制の充実や浄水施

設の高度処理化に取り組みます。 

②効率的で災害に強い水道システムを構築するため、応急給水体制等の

強化や、施設や管路の適正規模での更新や耐震化、統廃合を進めます。 

③健全で持続可能な事業経営を推進するため、施設や管路の適切な維持

管理や投資の合理化、労働生産性の向上に努めます。 

④効率的な運営管理を見据えた整備計画を進めます。 

⑤下水道事業の効率化、維持管理コスト縮減、供用開始区域内の接続推

進を図り経営の健全化を進めます。 

所 管 課 上水道業務課・上水道施設課・下水道課 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

３５人 ６人 ４１人 

水道事業会計 ３，１６７，７３８ 
千円 

下水道事業会計 ３，１１２，８２１ 
千円 

計 ６，２８０，５５９ 
千円 

（うち人件費） （２５９，８９８） 

千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

基幹管路の耐震化

及び災害時応急給

水体制の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的に基幹管路の耐震化を進め

ます。 

 

 

 

 

災害時の応急給水のため、応急給

水設備を設置します。 

水道配水用ポリエチレン管 

口径150㎜、延長240ｍの布設

工事を3月末までに行いま

す。 

 

 

瀬戸内市消防本部及び邑久

調整池管理道の2箇所に応急

給水設備を3月末までに設置

します。 

10月工事発注に向け

準備中です。 

 

 

 

 

応急給水設備は2箇

所とも、工事中です。 

工事発注済みで現在

工事中です。 

 

 

 

 

11月末に2箇所の設

置工事を完了してい

ます。 

水道配水用ポリエチ

レン管口径 150mm、

延長 218ｍの布設替

工事が完了しまし

た。 

 

同左 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

浄水場の機能強化

及び水質管理・検

査の強化 

福山浄水場の高度処理化や耐震

化、適正規模での更新整備事業を

継続します。 

 

 

 

浄水場における水質管理を徹底し

水質検査計画に沿った検査を実施

します。 

 

天日乾燥床の築造工事、既設

汚泥処理施設の撤去工事及

び場内整備工事を実施し、8

月末までにすべての事業を

完了します。 

 

水安全計画を策定し、水質の

安全管理を行います。 

また、法定の水質検査並びに

臨時検査を実施します。 

 

 

事業は8月末に完了

し、9月1日から全施

設の供用を開始して

います。 

 

 

水安全計画は、10月

末までに策定の予定

です。 

法定の水質検査は計

画に沿って実施して

います。 

同左 

 

 

 

 

 

水安全計画の策定は

完了し、計画に基づ

いた安全管理を実施

しています。 

また、法定の水質検

査について、引き続

き実施します。 

同左 

 

 

 

 

 

法定の水質検査は全

て完了し、水質基準

に適合していまし

た。 

3 

適切な維持管理に

よる有収率の向上 
有収率の向上を目指し、老朽管更

新工事の実施と漏水の多い地域の

調査を行います。 

市内4箇所にて老朽化した塩

化ビニル管を水道配水用ポ

リエチレン管、口径50㎜～75

㎜、総延長約1,810ｍの布設

替を3月末までに行います。 

 

 

市内の漏水の多い地域を選

別して漏水調査を行います。 

2箇所は業者が決定

し工事中です。残り

の2箇所については

10月工事発注に向け

て準備中です。 

 

 

第 1期として市内

15.9ｋｍ（11地区）

で調査を完了してい

ます。第2期について

も契約を完了し調査

準備中です。 

1箇所については、延

長約240ｍの布設替

工事を完了していま

す。3箇所は現在工事

中です。 

 

 

第 2期として市内

13.4ｋｍ（16地区）

で調査を完了してい

ます。第3期も契約を

完了し調査準備中で

す。 

市内 4 箇所の水道配

水用ポリエチレン管

口径 50～75mm、総延

長約 1,920ｍの布設

替工事が完了しまし

た。 

 

合計 43 地区の漏水

調査を実施しまし

た。総延長 44ｋｍ、

給水戸数 2,204 戸を

調査し、漏水 28 件を

発見し全て修繕を完

了しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

下水道への接続推

進 

下水道事業の経営健全化のため、

下水道への接続推進を図ります。

供用開始予定地区へのパンフレッ

ト配布、広報紙やホームページへ

の記事掲載、接続に関するアンケ

ート調査やダイレクトメール等に

より未接続世帯に対し、積極的に

働きかけを行い、接続件数の向上

を目指します。 

供用開始地区への下水道接

続率 79.5％を目指します。 

供用開始から3年経

過しても接続してい

ない世帯の抽出作業

が完了しました。今

後、ダイレクトメー

ルを送付し、接続推

進を行います。 

広報紙「広報せとう

ち」の9月号及び2月

号に下水道への早期

接続のお願いを掲載

しました。 

また、ダイレクトメ

ールについては、現

在発送準備を進めて

います。 

接続率は79.6％にな

りました。 

3 月末に排水設備接

続推進のダイレクト

メールを対象の世帯

へ送付しました。 

5 

施設の適正な管

理・運営 

ストックマネジメント計画及び最

適整備構想に基づく詳細設計業務

等が完成しました。今後、補助事

業を活用しながら計画的に処理場

及び管路の改修工事を実施してい

きます。 

また、長期的な視野に立って維持

管理コストの縮減を目指します。 

福元グリーンタウン及び福

岡住宅地内の経年変化によ

り劣化した全てのマンホー

ル蓋について、12 月末まで

に蓋の更新工事を完成させ

ます（N=263 基）。 

農業集落排水事業について、

今後の改修工事のための事

業認可手続きを進めます。 

また、施設の統廃合につい

て、検討業務を３月末までに

完成させます。 

人孔蓋更新工事につ

いては、8 月中旬に

契約を締結しまし

た。10 月中旬頃から

蓋の取替作業を実施

していきます。 

農業集落排水事業の

認可手続きは、県ヒ

アリングまで終了

し、今後中国四国農

政局に計画書を提出

します。 

施設の統廃合検討

は、現在業者選定中

であり、業者が決ま

り次第、検討を進め

ます。 

人孔蓋更新工事につ

いては、現場の諸条

件により、2 月中旬

に完成します。 

 

 

農業集落排水事業の

認可手続きについて

は、中国四国農政局

に提出しました。 

 

 

施設の統廃合検討業

務については、業者

委託を行い、検討を

進めています。 

福元グリーンタウン

及び福岡住宅地内の

マンホール蓋の更新

が完了しました。 

 

 

同左 

 

 

 

 

 

施設の統廃合検討業

務も完了し、検討結

果がまとまりまし

た。 
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令和２年度 病院事業部 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

病院事業部長 

小山 洋一 
●使命 

私たち病院事業部は、「市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指し 

ます。」を理念に掲げ、市民に必要とされる病院の運営と健全な 

経営に努めます。 

●基本方針 

①地域で必要とされる医療を安全・安心に提供します。 

②人を大切にし、患者の尊厳と権利を尊重します。 

③医療・介護・保健・福祉施設等と連携し、市民とともに地域包括医療・

ケアを進めます。 

④常に自己研鑽に励み、医療の質向上に努めます。 

⑤市民に必要とされる医療人を育成します。 

⑥健全な経営基盤を確立します。 
⑦楽しく働き甲斐のある職場をつくります。 

所 管 課 市民病院・裳掛診療所 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

142 人 22 人 164 人 

事業会計 ２，０５０，６２５ 
千円 

特別会計 ２８，０３３ 
千円 

計 ２，０７８，６５８ 
千円 

（うち人件費） （ １，１９５，１４６ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

良質な医療サービ

スの提供と健診部

門の充実 

市民の医療需要に的確に応え、信

頼される病院となるべく、患者さ

まの立場にたった医療、良質かつ

適切で安全な医療サービスを提供

します。 

特定健診、人間ドック等を充実し、

早期治療対応の環境づくりに努め

ます。 

 

 

1日当たり外来患者数 230人 

（前年度 210人） 

1日当たり入院患者数 103人 

（前年度  91人） 

入院患者満足度 93％以上 

（前年度  83.9％） 

外来患者満足度 72％以上 

（前年度  65.4％） 

手術件数 350件 

（前年度 267件） 

健診者数 3,500人 

（前年度 3,388人） 

救急車受入件数 600件 

（前年度 553件） 

外来患者数 187.9人 

（前年同期 214人） 

入院患者数 92.5人 

（前年同期 91人） 

入院患者満足度90.2％ 

（前年同期83.9％） 

外来患者満足度66.7％ 

（前年同期65.4％） 

手術件数 141件 

（前年同期 144件） 

健診者数 1,969人 

（前年同期1,962人） 

救急車受入件数264

件（前年同期293件） 

外来患者数 184.7人 

（前年同期 213人） 

入院患者数 92.4人 

（前年同期 89人） 

同左 

 

同左 

 

手術件数 222件 

（前年同期 219件） 

健診者数 3,219人 

（前年同期3,160人） 

救急車受入件数439

件（前年同期469件） 

外来患者数 185.8人 

 

入院患者数 92.4人 

 

同左 

 

同左 

 

手術件数 268件 

 

健診者数 3,393人 

 

救急車受入件数 521

件 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

地域包括医療・ケ

アの推進と病床管

理の徹底 

地域の医療機関等との機能連携及

び機能分担を進めるため、患者紹

介・逆紹介の推進、情報交換等を

積極的に進めます。 

また、入退院管理と効率的な病床

管理の徹底、地域医療連携、退院

支援、在宅医療等医療・福祉の相

談支援を積極的に進めます。 

地域包括医療・ケア推進のため、

病診連携、病病連携、福祉・介護

関連の諸機関との連携をさらに強

化します。 

病床稼働率 90.9％ 

（前年度 82.4％） 

 

患者紹介率 44％ 

（前年度 38.5％） 

 

逆患者紹介率 35％ 

（前年度 22.5％） 

 

患者相談支援件数 5,000件 

（前年度 5,980件） 

病床稼働率 84.0％ 

（前年度 82.8％） 

 

患者紹介率 33.8％ 

（前年度 35.7％） 

 

逆患者紹介率26.2％ 

（前年度 22.7％） 

 

患者相談支援件数 

 2,541件 

（前年度 2,802件） 

 

病床稼働率 83.9％ 

（前年度 77.7％） 

 

患者紹介率 34.7％ 

（前年度 38.8％） 

 

逆患者紹介率27.4％ 

（前年度 22.1％） 

 

患者相談支援件数 

4,056件 

（前年度 4,886件） 

 

病床稼働率 84.0％ 

 

 

患者紹介率 34.1％ 

 

 

逆患者紹介率27.2％ 

 

 

患者相談支援件数 

6,528件 

（前年度 5,980件） 

 

3 

経営の健全性・安

定性の向上 

良質な医療サービスを地域住民に

提供し続けるためには、適材適所

の人材確保に努め、健全で安定し

た経営を行うことが必要不可欠で

す。 

そのため、新病院改革プランの目

標達成に向けて経営企画室主導に

よる経営改善を推進するととも

に、市民が求める公立病院に期待

する役割を実践し、健全な経営状

態の確保に努めます。 

入院患者1人1日当たり収入 

        32,640円 

（前年度 31,847円） 

 

新入院患者数1日平均5.0人 

（前年度3.82人） 

 

経常収支比率    100.5％ 

（前年度92.74％） 

 

入院患者1人1日当た 

り収入    32,680円 

（前年 31,820円） 

 

新入院患者数1日平

均 3.5人 

（前年度3.82人） 

経常収支比率

93.45％ 

（前年度95.65％） 

入院患者1人1日当た 

り収入    32,620円 

（前年 31,820円） 

 

新入院患者数1日平

均 3.5人 

（前年度3.9人） 

経常収支比率 

     97.82％ 

（前年度93.97％） 

入院患者1人1日当た 

り収入    32,720円 

 

 

新入院患者数1日平

均 3.48人 

 

経常収支比率       

99.76％ 

 

4 

病児・病後児保育

事業の実施 

子育て支援の住民要望に対する保

育対策として育児と就労の両立を

支援します。 

瀬戸内市から委託を受けて総合福

祉センター内の保育室で実施しま

す。 

保育室が完成する令和２年

１２月に運営開始予定。 

 

延べ利用児童数５０人以上 

開設準備中 １２月７日運営開始 

 

延べ利用児童数 

３人 

 

 

延べ利用児童数 

８人  
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令和２年度 出納室 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

会計管理者 
片山 洋一 

●使命 

出納室は、公金の収納・振込・資金運用を適正・的確に行い、

市民から信用される事務処理を遂行します。 

 

●基本方針 

①正確迅速な会計事務を行います。 

②安全かつ有効な資金運用を図ります。 

所 管 課 出 納 室 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

４人 人 ４人 

一般会計 ３５，６７１ 
千円 

特別会計  
千円 

計 ３５，６７１ 
千円 

（うち人件費） （   ３２，５５９ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

正確な会計事務を

行いつつ、業務改

善を図ります。 

正確で適正な事務処理を行うた

め、会計事務担当者への指導強化

に努めるとともに、効率的な事務

処理方法の研究を行います。 

会計事務の説明会を、職員研

修として実施します。 

前年度に引き続き「会計事務

の手引き」並びに「Ｑ＆Ａ」

の内容の充実を図ります。 

9月に新規採用職員

研修会の一コマとし

て実施しました。 

「会計事務の手引

き」「Q＆A」の内容

を改定中です。 

支払事務の留意事項

を掲示板に掲載し、

職員に周知徹底しま

した。 

「会計事務の手引

き」「Q＆A」の内容

を改定中です。 

同左 

 

 

 

「会計事務の手引

き」「Q＆A」の内容を

改定しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

安全で有効な資金

運用を行います。 

債券等に関する知識を深めるとと

もに、市場調査や情報収集に努め、

安全かつ有効な資金運用に努めま

す。 

市場状況に基づいた安全で

有効な資金運用を行います。 

9 月 末 現 在 で

17,970,718円の運用

益を得ました。 

1 月 末 現 在 で

28,773,767円の運用

益を得ました。 

3 月 末 現 在 で

34,415,392円の運用

益を得ました。 

3 

公会計制度の知識

の習得に取り組み

ます。 

公会計制度を審査等に活用できる

よう知識の習得に努めます。 

研修等の機会を利用し、公会

計制度の基礎知識を習得し

ます。 

新型コロナ感染症の

影響で、研修会には

参加できていませ

ん。 

新型コロナ感染症の

影響で、研修会への

参加は見合わせまし

た。 

前年度の研修資料等

をもとに、公会計制

度の基礎知識の習得

に努めています。 

同左 

 

 

 

同左 
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令和２年度 教育委員会 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

教育次長    

薮井 慎吾 
●使命 

私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、平成 27 年 11月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の重点施策を柱

とし、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、令和２年度瀬戸内市の教育

に基づいた諸施策を実施します。 

 

●基本方針 

瀬戸内市教育大綱 

重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」 
重点２ 
「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支援」 
重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」 
重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」 
 
以上、４つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育
成する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民
の期待に応えるよう教育行政を推進していきます。 
 
（重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」の事業は、令和２年
度から市長部局の文化観光部へ） 

所 管 課 
総務学務課・社会教育課・公民館 

図書館・学校給食調理場 

 

人  員 正職員 
会計年度 

任用職員 
合計 

６４人 １６２人 ２２６人 

一般会計 ３，１８６，０４５ 千円 

特別会計  千円 

計 
３，１８６，０４５ 

（文化観光部予算含む） 
千円 

（うち人件費） （８３０，０６３ 千円） 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

魅力ある学校施設

の整備と学習環境

の改善を図りま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校施設整備 

老朽化が進み、大規模改造や老朽

改修が必要となっている学校が多

くなっているため、緊急性に応じ

て計画的に実施します。さらに、

学校施設長寿命化計画に基づき、

バリアフリー化や省エネルギー化

等も含めた施設整備を推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ整備 

教職員用の教育ネットワークのセ

キュリティ強化を図るとともに、

平成26年度に整備した情報機器を

更新し、教員の業務の効率化、授

業の質の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行幸小学校校舎大規模改造

第Ⅰ期工事を年度内に完了

させ、並行して第Ⅱ期工事に

向けて準備を進めます。 

 

牛窓東幼稚園園舎大規模改

造を夏休み中に完成させま

す。 

 

邑久小学校の南棟防水改修

工事、牛窓中学校の校舎外壁

改修工事、国府小学校のプー

ル解体撤去工事など、学校施

設の整備を年度内に計画的

に実施します。 

 

 

前年度末に契約を締結して

いるが、6月中に納入を完了

し、教職員の働き方改革に繋

げることができるように説

明会・研修会を行うなど十分

な利活用に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行幸小学校校舎大規

模改造Ⅰ期工事は、

約75％の進捗率で概

ね計画どおりに進ん

でいます。 

牛窓東幼稚園園舎大

規模改造工事は、7月

中旬に工事を終え、

仮設園舎の撤去を8

月中に終えました。

きれいになった改修

後の園舎にて、2学期

をスタートさせてい

ます。 

 

 

 

令和2年8月より、新

ネットワークの運用

を開始しました。児

童・生徒の成績等を

扱う校務系、授業で

使用する指導系にネ

ットワーク分離を行

い、セキュリティの

強化を実施しまし

た。また、教職員にリ

モートワークシステ

ムを導入し、家庭の

状況に合わせた働き

方ができるように整

備しました。 

 

 

 

行幸小学校校舎大規

模改造Ⅰ期工事は、

12月までに工事を終

え、改修後の教室で

3学期をスタートし

ました。現在はⅡ期

工事の発注準備を行

っています 

また邑久小学校の南

棟防水改修、牛窓中

学校の校舎外壁改

修、国府小学校のプ

ール解体工事も12月

までに工事を終えま

した。 

 

 

新ネットワークシス

テムの運用にともな

い、使用方法の研修

や校内での伝達研修

を実施しました。質

問等があれば、総務

学務課で対応してい

ますが、これまで大

きなﾄﾗﾌﾞﾙはなく、

順調に運用していま

す。また、リモート

ワークについては、

１月末までのべ166

人9,887時間の運用

実績になっていま

す。 

 

 
行幸小学校大規模改

造工事は、Ⅰ期工事

を終え、令和 3 年度

のⅡ期工事の開始に

向けて準備を進めて

います。 

その他学校施設の整

備についても年度内

に工事を終えまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
令和２年９月から運

用を開始しました

が、年度末までに情

報漏洩や運用に関す

るトラブルの報告は

なく、順調に運用し

ています。 

また、リモートワー

クについては、月あ

たり平均超過勤務時

間の削減にも寄与

し、利活用の利便性

から、市内学校から

接続アカウントの増

設を希望する声が多

くなっています。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒に安全で

安心な給食を提供

し、食育を推進し

ます。 

ＧＩＧＡスクール構想 

児童生徒1人に1台の端末を配備す

るとともに、端末等の機器を十分

活用できるように高速大容量の通

信ネットワークの整備を進めま

す。（新型コロナウイルス感染症

の感染防止対策による休校措置の

際のオンライン学習などを進める

ため、スケジュールの前倒しの必

要が生じた。令和5年度末まで⇒今

年度中） 

 

安全安心な給食の提供 

衛生管理、安全管理を徹底し、異

物混入を防止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育の推進 

給食時指導等により食育を推進し

ます。 

 

年度内に校内通信ネットワ

ーク整備に係る工事を完了

させ、並行して国が示す補助

金の情報、内容を注視しなが

ら年度内に児童生徒1人1台

の端末を購入し、併せてオン

ライン学習等に対応できる

環境整備を行います。 

 

 

 

 

調理機器の日常清掃・日常点

検及び服装点検等を確実に

実施することにより、異物混

入件数を昨年度より１０％

削減します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食時指導や給食だより等

により、食に関する正しい知

識と望ましい食習慣を身に

つけてもらい、食にかかわる

人々への感謝の気持ちを育

むよう指導します。 

 

令和3年3月末の整備

完了に向け、ネット

ワーク整備工事の入

札準備中。1人1台端

末に関しては契約を

締結し、納品に向け

て準備をしていま

す。 

 

 

 

 

調理機器の日常清

掃・日常点検及び服

装点検等を確実に実

施していますが、

R1.9末時点で9件で

あったものがR2.9末

で17件となっていま

す。原因については

納入業者（肉の骨片、

パン袋内の虫等）が

大半を占めていま

す。今後は、衛生管理

等を徹底していきま

す。 

 

牛窓学校給食調理場

において、栄養教諭

の代員配置の関係で

給食時指導が遅れて

いましたが、他につ

いては問題なく食育

を進めています。 

 

令和3年3月末の整備

完了に向け、校内ネ

ットワーク整備工事

を開始しました。ま

た、1人1台端末から

のインターネット接

続のための光回線の

敷設工事や端末のキ

ッティングについて

も協議を進めていま

す。 

 

異物混入について、

R2.1末時点では14件

でしたが、R3.1末時

点で39件となってい

ます。混入経路の内

訳は調理場12件、納

入業者21件、学校1

件、不明5件です。

異物の大半は、毛、

虫、骨であり、健康

への影響は出ていま

せんが、今後、一層

衛生管理等を徹底し

ていきます。 

 

牛窓･邑久学校給食

調理場の栄養教諭に

ついては、代員を配

置し、今までどおり

給食時指導や食育等

を進めています。 

 
年度内に校内通信ネ

ットワーク整備工事

及びインターネット

接続のための光回線

敷設工事を終え、児

童生徒 1 人 1 台の端

末を各学校に配備し

ました。 

 
 
 
 
異物混入について、

令和元年度は3調理

場合計で19件、令和

2年度は3調理場合計

で45件でした。令和

2年度の混入経路の

内訳は調理場15件、

納入業者23件、学校

1件、不明6件です。

異物の大半は、毛、

虫、骨です。金属混

入はありませんでし

た。 

 

 

3調理場合計で、給

食時指導等を約200

回実施し、食に関す

る正しい知識、生産

者等への感謝の気持

ちを子どもたちに学

習させました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

2 

関係部局・関係機

関と連携しながら

就学前から義務教

育まで、個々の子

どもの状況を把握

して、必要とされ

る資質や能力を育

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児児童生徒の自立支援 

個々の子どもの課題や状況を把握

し、指導・支援を継続して行いま

す。 

 

 

 

 

 

学力向上のための事業の充実 

学校力向上事業や教職員研修の充

実によって、子どもたちに必要な

力を育みます。 

 

 

 

 

地域学校協働活動の推進 

各小・中学校に設置している協働

本部で取り組んでいる地域学校協

働活動を継続して推進するととも

に、実施体制の強化を図ります。 

 

 

 

家庭教育の推進 

子育てや成長など、子どもに関わ

る様々な悩みや課題を和らげるた

めの事業を関係部署と連携して実

施します。 

 

・長期欠席・不登校の児童生

徒の出現数を前年度より

10％減らします。 

・幼小連携を推進する研修、 

授業公開を５回以上実施し

ます。 

 

 

 

自己肯定感をもち、高い学習

意欲をもった児童生徒を８

割以上にします。 

 

 

 

 

 

活動のキーパーソンとなる

地域学校協働活動推進員及

び学校教職員のスキルアッ

プを図るため、研修会を開

催します。 

 

 

 

保育園・幼稚園や市内ファシ

リテーターなどと連携して、

親育ち応援学習プログラム

（親プロ）学習会や養成講座

を実施します。 

 

 

・不登校の出現数は

9月末現在の前年度

比で小学校で微増、

中学校で微減です。 

・特別支援教育や幼

小連携についての研

修を2回実施しまし

た。  

 

・自己肯定感と学習

意欲を高めるために 

安全を確保した上

で、主体的、対話的な

学習を実践していま

す。 

 

 

各学校での活動もコ

ロナの影響で制限が

かかっている状況で

すが、その中でもで

きる活動や研修のや

り方を模索中です。 

 

 

8月に、親プロファシ

リテーター養成講座

を実施し、8名が参加

しました。 

また、9月に福祉部と

連携し親プロ学習会

を幼稚園で実施しま

した。 

 

 

・不登校の出現数は

１月末現在の前年度

比で小学校は増加、

中学校は減少です。 

・特別支援教育や幼

小連携についての研

修を５回実施しまし

た。  

 

・小学５年生から中

学３年生の約８割が

自己肯定感をもち、

小学５年生の約７割

中学３年生の約６割

が計画的に学習して

います。 

 

研修会の実施は見合

わせることにしまし

たが、研修に代わる

資料（好事例の紹介

等）を関係者に配布

する準備を進めてい

ます。 

 
幼稚園５園全て親プ

ロ学習会を実施する

ことができました。

現在、子育て支援セ

ンターでの父親向け

の親プロ実施に向け

て準備を進めていま

す。 

 

・不登校の出現数は

小学校で10％超の増

加、中学校で10％の

減少です。 

・特別支援教育や幼

小連携についての研

修を６回実施し、継

続的な指導について

共有しました。  

・抽出校において、

自己肯定感について

約７割、計画的な学

習について約７～８

割の児童生徒が肯定

的な回答をしていま

す。 

 

県教育委員会生涯学

習課発行の学校づく

り・地域づくりの週

刊誌及び、美和小学

校の取組事例を情報

として提供しまし

た。 

 

子育て支援センター 

親プロ学習の年間計

画が 5 月頃から開催

予定。幼稚園内の親

プロ学習会を年 6 回

実施。養成講座を 1

回実施しました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

3 

生涯学習機会の更

なる充実を図るた

め、市民の学習ニ

ーズを把握しなが

ら、社会教育施設

がそれぞれ機能を

高めるとともに連

携を図り、事業を

推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が主体となる文化芸術を通じ

て、瀬戸内市の良さを発信し、市

民のシビックプライドを醸成する

ことを目的とし、中央公民館を拠

点とした学習の成果発表や、市民

による企画事業などによって、瀬

戸内市における文化芸術の発展、

横展開につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館、牛窓町公民館、長船

町公民館の地域の特色を活かした

持続可能な学習の拠点としての役

割を考え、身近な地域資源を内外

に情報発信し、多様な学習機会の

提供を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館と委員会が中心とな

り、市民が企画した事業など

を実施します。 

また、市民参加型のロビーパ

フォーマンスを年5回以上開

催します。 

事業の参加人数1,200人を目

指します。 

 

 

 

 

 

 

 

菊づくり講座や海岸生物の

現状調査の主催講座など公

民館主催事業を実施します。

参加人数25,000人を目指し

ます。 

また、文化芸術を通して、公

民館利用が少ない青年層（18

歳～39歳）や外国人との交流

講座を年2回実施し、参加人

数30人を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化の種まき応援事

業では9団体から申

請があり9事業が採

択され、砥石城山登

りウォークや夢二

2020事業などを順次

実施しています。ロ

ビーパフォーマンス

は会場をホールに移

して参加者名簿の作

成が徹底できる状況

で11月から開催予定

です。 

 

 

公民館におけるコロ

ナ対策指針に準じ

て、菊づくり講座な

ど順次開催していま

す。 

8月18日には牛窓の

筵江海岸で海岸生物

の観察会を実施しま

した（参加者34人）。 

また、文化があふれ

るまちづくり事業の

前結び帯結ファッシ

ョンショーに公民館

から外国人留学生を

紹介しモデルとして

出演予定です。 

 

 

 

 

市民企画コンサート

で倉敷管弦楽団弦楽

合奏コンサートを開

催するなど感染症対

策を徹底した上で、

文化芸術の振興を図

りました。（来場者

173人） 

文化の種まき応援事

業では、体験型の歴

史学習事業など7事

業を展開していま

す。 

 

 

前結び帯結ファッシ

ョンショーでは主催

者と外国人留学生を

仲介し4名の外国人

着物モデルが出演し

ました。また、ドロー

ンの主催講座では、

15人の青年層が参加

し、躍動感ある体験

講座となりました。

（参加者46人） 

日本画体験講座や地

域再発見ウォークな

ど、コロナ禍でも開

催できる体験型講座

を実施しました。 

 

 

 

 

文化があふれるまち

づくり事業ではコロ

ナ対策に配慮した事

業（ホールパフォー

マンス 4 事業、委員

会企画コンサート 1

公演、芸術展 1事業、

文化の種まき応援事

業 7 事業）を実施し

ました。事業総参加

人数は 2,619 人とな

りました。 

 

 

 

コロナ禍の中で講座

数とその定員が大幅

に減少となりまし

た。菊づくり講座や

日本画講座などの体

験型の講座を実施す

ることができまし

た 。 参 加 人 数 は

13,133 人となり、前

年度の 27,670 人と

比較し47.5％となり

ました。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

図書館との連携事業では、公民館

や図書館に来館された市民が気軽 

に参加することができる事業を実

施します。 

 

 

 

 

郷土資料などの地域の文化資源を

図書館及び中央公民館で展示しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

美術館との連携事業では、研修室

で日本画教室を実施するとともに

企画展の対話型鑑賞会も実施しま

す。 

 

 

 

 

 

地域の身近な課題を解決するため

の事業や地域の振興につながる事

業を関係部署と連携して実施しま

す。 

 

 

 

図書館との連携を目的に、オ

リーブの庭を活用したイベ

ントやせとうちまーる号を

利用した事業を年 1 回以上

実施します。 

 

 

 

来館者が身近な郷土に関心

をもつことを目的とし、虫明

焼などの地元にゆかりのあ

る文化資源などの展示を実

施します。 

 

 

 

 

 

 

岩絵の具で描く貴重な体験

を目的とし、美術館と連携し

た日本画教室の参加人数30

人を目指します。 

 

 

 

 

 

高齢者支援を目的とし、関係

部署と連携して認知症サポ

ーター養成講座の参加人数

30 人を目指します。 

 

 

 

未就園児親子を対象

とする長船町公民館

主催事業うさぎの学

校11月開催回に「せ

とうちまーる号」と

のコラボ企画を計画

中です。 

 

5月16日から7月19日

まで公民館所管の黒

井千左氏、博史氏、故

一楽氏の虫明焼を 

展示し、延べ2375人

が観覧しました。 

 

 

 

 

 

8月28日に日本画講

座を実施しました

（参加者12人）。ま

た、日本画体験後、美

術館長の解説で企画

展を見学し、理解を

深めることができま

した。 

 

コロナウイルスの状

況を注視し、社会福

祉協議会と連携して

認知症サポーター養

成講座の開催を下半

期に計画中です。 

 

11月24日に開催した

うさぎの学校では

「せとうちまーる

号」が登場し、親子で

ふれあいながら絵本

を選ぶ機会となりま

した。 

 

中央公民館ロビーで

市民の作品や所有物

を展示する瀬戸内コ

レクションでは、手

製真空管アンプや明

治大正時代の教科書

など来館者の注目を

集める逸品が寄せら

れ、延べ4,906人が観

覧しました。 

 

牛窓東幼稚園で開催

した日本画体験講座

（参加者21人）では、 

水彩絵の具とは違う

岩絵の具で絵を描く

貴重な機会になりま

した。 

 

 

推進会議役員との協

議をした結果、今年

度の事業は中止とな

りました。今後も地

域課題解決に向けて

協議を継続すること

になりました。 

コロナ禍の中、図書

館との連携事業は年

間 1 回の開催となり

ました。 

 

 

 

 

2月は「桃井国志～画

文に至るあゆみ～」、

3月は「馬場伝次郎の

江川式建築展」を瀬

戸内コレクションの

募集により展示しま

した。延べ 1,133 人

の方が観覧しまし

た。 

 

 

3月 13日に夢二郷土

美術館と連携し、夢

二生家記念館の椿を

描く日本画体験講座

を開講できました。

参加された 10 人の

作品は少年山荘や春

の院展会場で展示し

ます。 

認知症サポーター養

成講座の中止に伴

い、防災マップや防

災グッズなど、牛窓

地区をクローズアッ

プした展示を実施し

ました。 



7 
 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

地域の情報拠点整備 

まちづくりに役立つ地域の情報拠

点として十分に機能するため、「瀬

戸内市立図書館サービス計画」に

沿って、多くの市民が利用できる

図書館サービスの充実を図りま

す。 

 

子どもの読書活動推進 

子どもの発達段階に合わせた読書

を支援するため、「第２次瀬戸内市

子ども読書活動推進計画」に沿っ

て、子どもの読書活動推進を図り、

図書館の子育て支援サービスにも

つなげます。 

 

個性に合わせたサービスの提供 

高齢者や障害者が利用しやすい読

書環境を提供するため、認知症対

策を含めた高齢者サービスと障害

者サービスの推進を図ります。 

 

 

 

 

 

地域郷土学習の支援 

市民が郷土に関心や愛着を持ち、

瀬戸内市に関わる人々が瀬戸内市

をより深く理解できるようにする

ため、地域郷土学習事業の推進を

図ります。 

 

全館の登録率 53％、実利用

率を 18.5%、貸出冊数を約

334,000 冊（住民 1人当たり

貸出冊数を 9 冊）とします。 

 

 

 

 

子どもの発達段階に合わせ

た読書案内を 4 種類作成し

ます。中高生向けコーナーに

コミュニケーションボード

を設置します。 

 

 

 

障害者サービスの利用案内

を作成し、広報を年 4回行い

ます。また、認知症にやさし

い本棚のおすすめ資料リス

トを作成します。 

 

 

 

 

 

郷土学習支援のためのパス

ファインダー（情報や探索方

法の紹介）を 3種類作成しま

す。 

 

全 館 の 登 録 率 は

52.1％、貸出冊数は

146,467冊（住民1人

当たり貸出冊数 4.0

冊）となっています。 

 

 

 

小学校低学年・中学

年・高学年、中学生向

けの本を選書中。11

月中に作成し、12月

に編集予定。コミュ

ニケーションボード

を準備中です。 

 

「図書館だより」及

び屋台展示で、広報

を3回実施。障害者サ

ービスの利用案内は

年度内完成予定。「認

知症にやさしい本

棚」のおすすめ資料

リストは1月完成予

定で編集中です。 

 

3種のテーマを選定

し、1種目の案を作成

中です。 

 

全館の登録率は

52.7％、貸出冊数は

257,349冊（住民1人

当たり貸出冊数7.0

冊）となっていま

す。 

 

 

1月に小学校低学年・

中学年・高学年、中学

生向けの読書案内を

作成しました。コミ

ュニケーションボー

ドは、11月に設置し

ました。 

 

認知症にやさしい本

棚おすすめ資料リス

トは2月末完成を目

標に編集中です。障

害者サービス利用案

内も同時期に完成予

定のため、図書館だ

よりで4回目の広報

を行う予定です。 

 

パスファインダーの

1種目を作成中。3月

末までに3種のパス

ファインダーを完成

させる予定です。 

 

全 館 の 登 録 率 は

53.3%、実利用率は

16.4％、貸出冊数は

315,455冊（住民1人

当たり貸出冊数 8.5

冊）となっています。 

 

 

読書案内 4 種類（小

学校低学年・中学年・

高学年、中学生向け）

を作成しました。コ

ミュニケーションボ

ードを設置しまし

た。 

 

認知症にやさしい本

棚おすすめ資料リス

トと障害者サービス

利用案内を作成しま

した。図書館だより

で障害者サービスの

広報を4回行いまし

た。 

 

 

2 種類のパスファイ

ンダーを作成しまし

た。残り 1 つを令和

3 年 4 月中に完成さ

せる予定です。 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

4 

市民の健康づくり

や体力づくりのた

め、市民が生涯に

わたってスポーツ

に親しむことがで

きるよう、活動の

場所と機会の提供

を行います。 

邑久スポーツ公園の改修 

冒険の森をこども広場とし、自然

を生かし、遊具の設置を最小限に

とどめることにより、自然の中で

子どもが自由に遊べる場所として

整備を進めます。 

また、野球場のトイレや駐車場の

整備を進めます。 

 

 

 

牛窓体育館の今後の方針 

令和元年度に実施した耐震診断の

結果を基に、施設の今後の方針を

検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度に策定した改修

基本設計を基に、課題となっ

ていたトイレの整備を始め、

手足洗い場、遊具、東屋、駐

車場等の改修実施設計を3月

末までに作成します。 

 

 

 

 

10月末を目途に、関係者から

の意見を集約し、耐震補強・

改修または解体の方針を決

定します。 

 

7月末に受注者を決

定しました。他部局

と連携を図りながら

実施設計を進めてお

り、今後は、市民の参

画によるにぎわいの

ある公園となるため

のワークショップを

開催します。 

 

過去に体育館を利用

していた団体及び現

在牛窓地域で学校施

設を利用している団

体の意見を聞くた

め、アンケート調査

を実施し、6月に結果

を取りまとました。 

 

 

11月のワークショッ

プ、12月の子育て世

代による座談会にお

いて実施設計の素案

を提示し、具体的な

整備内容についての

意見交換を行いまし

た。 

 

 

12月に瀬戸内市スポ

ーツ推進審議会を開

催し、施設の方針に

ついて諮問しまし

た。 

 

意見交換会や現地視

察等でいただいた多

くの意見を盛り込ん

だ実施設計が完了し

ました。 

 

 

 

 

 

耐震診断結果、学校、

利用者アンケート、

スポーツ推進審議会

等でいただいた意見

を基に施設を廃止

し、学校用地として

有効活用する方策を

講じます。今後は、

個々の課題について

さらに検討を行いま

す。 
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令和２年度 議会事務局 経営計画書 

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源 

議会事務局長 
三浦 光男 

●使命 

 議会事務局は、議会運営・議会活動・政策立案機能の支援や議会と  

執行機関との調整、議会と市民との媒介といった役割を担うとともに、

議会の情報を様々な媒体を活用して、市民に対して迅速で正確、そして

わかりやすく伝えていくことが私たちの使命です。 

●基本方針 

①議事機関である議会の運営に関し、議員に質の高い職務環境を提供

することによって、市民に良質な行政サービスの提供がなされるよ

う議員の議会活動を支援します。 

②ホームページや議会だより、議会ネット配信システム等により、議

会活動情報等を積極的に公開し、「市民が身近に感じることのでき

る議会」「開かれた議会」を推進します。 

③円滑で秩序ある議会運営のために、事務局機能の充実・強化を図

り、議会からの要請など的確に対応できる体制づくりに努めます。 

所 管 課 議会事務局 

 

人  員 
正職員 臨時職員 合計 

４人 １人 ５人 

一般会計 １７３，９４８ 千円 

特別会計 0 千円 

計 １７３，９４８ 千円 

（うち人件費） （３０，６７９ 千円） 

 

重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の達成状況 

1 

円滑で効率的な議

会運営や政策立案

等の様々な議会活

動の支援 

 

調査機能や法務機能の充実を図

り、議会運営、議会活動を支援し

ます。 
 

適切な情報提供を適時に

行えるよう、調査情報、政策、

法務部門を充実強化します。 
また、円滑で効率的な議会

運営に向けて、ICT の導入を

検討します。 

 議会定例会（6月、

8月）臨時会（5月、7

月）各常任委員会及

び特別委員会等が開

催され、コロナ対策

などを含め随時必要

な情報を提供するこ

とで円滑な運営を支

援することができま

した。 

 また、ICTの導入に 

 議会定例会（6月、

8月、11月）臨時会（5

月、7月）各常任委員

会及び特別委員会等

が開催され、コロナ

対策などを含め随時

必要な情報を提供す

ることで円滑な運営

を支援することがで

きました。 

 また、ICTの導入に 

 議会定例会（6月、

8月、11月、2月）臨時

会（5月、7月）各常任

委員会及び特別委員

会等が開催され、コ

ロナ対策などを含め

随時必要な情報を提

供することで円滑な

運営を支援すること

ができました。 

 また、ICTの導入に 
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重点項目 内容 成果目標 9 月末の進捗状況 1 月末の進捗状況 3 月末の進捗状況 

 

   向けて、デモンスト

レーション実施など

協議を進めていま

す。 

向けて、デモンスト

レーション実施など

協議を進めていま

す。 

向けて、デモンスト

レーション実施など

協議を進めることが

できました。 

2 

議会活動の紹介 議会だより発行や議会報告会開

催の支援を行うとともに、議会ホ

ームページを適時更新します。 

議会だより（年４回、市内

全世帯配布）発行の編集補助

をするとともに議会報告会

の開催の支援を行います。 
また、議会ホームページを

適時更新します。 

 議会だよりは、62

号を4月23日、63号を

8月27日に発行し、現

在10月22日発行とな

る64号の編集作業を

しています。 

 また、議会ホーム

ページを適時更新し

ています。 

議会だよりは、62号

を4月23日、63号を8

月27日、64号を10月

22日、65号を1月28日

発行しました。 

 また、議会ホーム

ページを適時更新し

ています。 

議会だよりは、62号

を4月23日、63号を8

月27日、64号を10月

22日、65号を1月28日

発行し、現在4月22日

発行となる66号の編

集作業をしていま

す。 

 また、議会ホーム

ページを適時更新し

ています。 

 議会報告会につい

ては、新型コロナウ

イルスの影響で開催

できませんでした。 

3 

市民にわかりやす

く開かれた議会へ

の取り組みの支援 

議会ネット配信システム（ライ

ブ中継及び録画配信）へのアクセ

スや議会傍聴への呼びかけを積極

的に行い、市民に身近な議会を目

指します。 

スムーズなインターネッ

ト配信（ライブ中継及び録画

配信）を行うとともに、マス

メディアを通じて議会情報

を発信し、議会傍聴者、イン

ターネット閲覧者など議会

と市民をつなぐ場への参加

者の増加を目指します。 

 定例会のインター

ネット中継について

は概ね順調に配信す

ることができていま

す。 

 また、議場で行う

委員会についても8

月定例会からインタ

ーネット中継を開始

しています。 

定例会及び議場で行

う委員会のインター

ネット中継について

は概ね順調に配信す

ることができていま

す。 

 

定例会及び議場で行

う委員会のインター

ネット中継について

は概ね順調に配信す

ることができまし

た。 

議会インターネッ

ト配信の年間アクセ

ス数は、ライブ中継          

8,967件、録画2,307

件でした。 
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4 

事務局職員の育

成･体制強化 
社会情勢の変革など様々な状況

に対応できる事務局をめざし、各

種職員研修会や先進地視察研修を

とおして、事務局職員の能力向上

を図ります。 

市や研修センターが行う

職員研修、市町村アカデミー

研修、あるいは議長会主催の

議事研修会等に積極的に参

加して、事務局職員のスキル

アップを図ります。 

 今年度は新型コロ

ナウイルス感染症拡

大防止のため研修会

が中止になっていて

まだ参加できていま

せん。 

今年度は新型コロナ

ウイルス感染症拡大

防止のため研修会が

中止なり、参加でき

ていませんが、イン

ターネットの活用な

どによるスキルアッ

プに努めています。 

今年度は新型コロナ

ウイルス感染症拡大

防止のため研修会が

中止なり、参加でき

ませんでした。イン

ターネットの活用な

どによるスキルアッ

プに努めました。 

 


